
会  期：2025 年 3 月 8 日［土］～10 日［月］ 

開催場所：東京都立大学 南大沢キャンパス（〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1） 

参加申込：年間予約 またはオンライン申込 

 オンライン申込 URL  https://isij.or.jp/meeting/2025spring/participation.html#sec01 

前期申込・入金期限    ：2 月 28 日［金］17:00 

後期(当日)申込・入金期限 ：3 月 10 日［月］14:00 

大会受付：1 号館 1 階 104教室 
＊大会参加初日のみ受付にお寄りいただき、参加証の提示を行ってください。 

受付時間：3/8(土)8:15-12:00、 3/9(日)8:15-16:00、 3/10(月)8:15-14:00 
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現在使用中の従来の火災の危険度の高い油仕様の加工

から危険度のない純水仕様の加工への改造で再生。

安全で確実な加工が実現します。

朗報！朗報！ 圧延ロール刻印用放電加工機（マーキングEDM）の
レトロフィットシステム完成
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一ᄤೂཆሓ人日本ள協会 第 189 回春季講演大会्௹ॗጅ

日本ள協会第 189 回春季講演大会֮Ւဪੜ都ጵ大学 ႊ大ؘ༘עン؆֦֭ଵད्௹֧փֽ֖֞֘Փ講演大会֪参加ב৵ሰ

ईႷ֦֘Ւଵདᆋ֦֭ଵ金ׇ֪־ಈ前֭参加ᅢጅ֦֘Փ講演大会ဴ日ׁ֖֊ית؋ל場֮Ւᅢ֙本会ウ֔

։౫ᆻփ֮ൡ֢֥։֦֭גֽ֚Ւ֓ፇൡ֎֟֔փՓ（URLӱ https://isij.or.jp/ ）

֩։Ւᇏ௹י؎ン֓־֭参加֭場֮ಈ前ᆊጅ֦֘Փ参加ဴ日Ւ大会ᆋ֪֥։־֎֟֔փՓ

्௹日 2025 年 3 月 8 日（土）10 日（月）

日 ࿘
3 月 8 日（土） 3 月 9 日（日） 3 月 10 日（月）

8:1512:00 ᆋ 8:1516:00 ᆋ 8:1514:00 ᆋ

9:0013ӱ00 講演 8:5017ӱ30 

９ӱ００10:00 

講演

特別講演会

8:5016ӱ20 講演

13:0017:00 日本ள協会

ຕጵ 110 ೮年Ⴊಠ

（ዮ会員෮ੑಠՔ

表彰ಠՒႪ講演会）

11:3014:30 学ภポ״՛セッション
（11:3012:00 ֮

ᅴअ員֭־ႚ場ई）

18:3020:30 ැ会 17:3019:00 ISIJ ՛ט՛؆ח؈

्௹場സ
ဪੜ都ጵ大学 ႊ大ؘ༘עン؆ （Æ192-0397 ဪੜ都ᄄ࣪౦ႊ大༘ 1-1）

講演大会会場ֽ֦֭୪ྫྷࡎ内

ඈ֮Ւဪੜ都ጵ大学ؐ՛ム؏՛ジ֓ב覧֎֟֔փՓ

URLӱ https://www.tmu.ac.jp/campus_guide/access.html

新横浜駅

東京駅

品川駅

高速バス（105分～150分）

南

大

沢

駅

羽田空港

新宿駅

橋本駅

京王相模原線「橋本行き」（36分）

「高尾山口行き」、「京王八王子行き」は、
調布駅で「橋本行き」に乗り換え

JR中央線（15分）

京急空港線
（11分）

JR山手線
（20分）

JR横浜線（36分）
京王相模原線

（5分）

アクセス（駅周辺図）

南大沢キャンパス

南大沢駅

三井アウトレットパーク
多摩南大沢

●TOHOシネマズファブ南大沢

京王相模原線至橋本 至多摩センター

・京王相模原線「南大沢」駅改札口から徒歩約５分

★最寄り駅は「南大沢駅」です。

東横線の「都立大学駅」ではありません

ので、ご注意ください。
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参加Քᆋሑሓ
今回֭講演大会֮年ያዃՒ前ৼՔ後ৼ(ဴ日)（ᅋ会員בֿ）Ւᇏ௹י؎ン参加֞֔בሑ֭־参加ईႷ֦֘

（ዮ会員෮ੑಠՔ表彰ಠՒႪ講演会։ֲׇ特別講演会֭־参加֔ሑבൊ֎）Փ2023年春季講演大会ׇՒ講演大会֪։

学ภ֭講演ॗጅᅉ֮原໋ኅፍֽ֧֖֩֞Ւ学ภポ״՛セッションᄇ表ೄ॒֭ࡒሑ֮Ւಈ前参加בᅢ֙行֢֥֎֟֔փՓ講演

大会ဴ日ׁ֖־ईႷ֦֘Ւଵདᆋ֦֭ଵ金ׇ֪։౫ᆻփ֮ൡ֢֥։֦֭גֽ֚Ւ֓ፇൡ֎֟֔փՓࡒ下֭ጺב参ண֪ಈ前֪

参加ב։అֽ֚֭上Ւ֓場֎֟֔փՓ場ഷ日֭־ᆋ֪։֖ࣁփ֞֟Ւ参加ආ֭֓࿓ಘב։৪փփֽ֖֞֘Փ

（µள協会ᆋӱ 1号館1階１０４教室）

ဪੜ都ጵ大学 ႊ大ؘ༘עン؆ࡎ内෨

南大沢駅

１号館

・総合受付 ： １階 104教室

・事務局室 ： １階 103教室

・会員休憩室 ： １階 120教室

・特別講演会 会場 ： 2階 210教室

・会場１～13 ： 1～２階

・会議室１～7 ： １～３階

９号館

・学生ポスターセッション会場

・学生ポスターセッション評価員室

11号館、12号館

・日本金属学会講演大会 会場

生協食堂・売店

・ISIJビアパーティー会場

８号館

・学生ポスターセッション受付

・学生ポスターセッション会場

６号館

・日本鉄鋼協会

創立110周年記念式典 会場

（名誉会員推挙式・表彰式、記念講演会）

講演大会に参加
する方

＊発表者は前期までに

お申し込みください

会員

非会員

年間予約

受付終了、併催イベントも参加可

前期・後期申込

前期申込：2/28（金）17:00締切

後期申込：3/3（月）～3/10（月）14:00締切

↑

会
員
の
方

↑

非
会
員
の
方

併催イベントのみ
参加する方

＊対象者
・学生ポスターセッション
（聴講のみ）
・ISIJビアパーティー
・シンポジウム

会員／
非会員

事前のWEB申込は不要です。
講演大会当日、大会受付にてお申込み
ください。

大会受付： 1号館1階１０４教室

申込期間： 3/8（土）～3/10（月）14:00締切

郵送にてお届けした参加証（QRコード付）を

当日、受付にて提示してください。

参加申込マイページにログイン
↓

参加証（QRコード付）を

当日、受付にて提示してください。

-----------------------------------------------------------------------

＊スマホ画面のスクリーンショット でも可

★相互聴講について

鉄鋼協会会員の方で、日本金属学会への参加を希望される方は、日本金属学会のホームページをご確認ください。（ https://jimm.jp/event/lecture/ ）
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講演大会会場 内෨ࡎ

会場１

会場３

会場２

会場４

事務局室受 付

会議室２

会議室１

会場５

会場６

会場７会場８
会場９

会場10

会場11

会場12

会場13

特別講演会
会場
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６号館

110教室

８号館

９号館

学生ポスター
セッション会場

学生ポスター
セッション会場

日本鉄鋼協会
創立110周年記念式典 会場
（名誉会員推挙式・表彰式、
記念講演会）

会議室３

会議室４会議室５

会議室６ 会議室７
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食堂・売店等のご案内 
昼食時には混雑が予想されるため、時差利用にご協力をお願いいたします。営業時間などの最新情報は講演大会サイトをご確認ください。 

場所 営業時間 

生協食堂 前頁キャンパス案内図⑮ 11:30-13:30 

生協購買 前頁キャンパス案内図⑬ 
【3/8（土）】    

【3/9（日）・10（月）】 11:00-15:00 

トムの食堂 前頁キャンパス案内図㉜ 

【3/8(土)・９(日)】 

食堂  11:00-14:30 

  売店  11:00-15:00 

【3/10(月)】 

  食堂  11:00-14:30, 17:30-20:00 

 売店  11:00-20:00 

講演大会プログラム 
本会HPにてプログラム（PDF版）を公開しております。今回より、ふぇらむ3号への同梱および大会受付での配布はございません。 

材料とプロセス（2月20日発行） 
講演大会に年間予約された方は3月上旬に、前期・後期（当日）申込をされた方は講演大会終了後に、CD-ROM「材料とプロセス」を

郵送いたします。また期間限定(2月21日～3月11日)で、講演大会サイトログイン後に講演概要のウェブ閲覧ならびに一括ダウンロード

ができますので、講演大会期間中は講演大会サイトより講演概要をご覧ください。 

講演大会サイト(2月21日公開) 
講演大会に年間予約、前期・後期(当日)申込された方は、講演大会サイトにアクセス可能です。アクセスに必要な情報は、年間予約者は

郵送、前期・後期（当日）申込者は電子メールでご連絡いたします。大会に関するお知らせはすべてサイトに掲載しますので、各自ご確認

をお願いいたします。 

緊急連絡先 
講演の欠講や発表者の変更がある場合は、事務局まで至急ご連絡ください。 

会期前、会期終了後 

Tel:03-3669-5932（日本鉄鋼協会 学術企画グループ） 

E-mail: academic@isij.or.jp

会期中 

Tel:090-9372-7682（日本鉄鋼協会 学術企画グループ） 

E-mail: academic@isij.or.jp

鉄鋼協会事務局室： 1号館1階１０３教室

***学生ポスターセッションのご案内*** 

多くの学生に講演大会参加と発表の機会を提供するため学生ポスターセッションを行います。また、特に優れているポスターを選出

し、ISIJビアパーティー席上にて発表いたします。皆様のご参加をお待ちしております。 

ポスター発表 
日   時：2025年3月9日(日) 11:30～14:30 （11:30～12:00は評価員のみ入場可） 

場   所：8号館・9号館 1階吹き抜け廊下 

参加方法：第189回春季講演大会の参加申込をされた方、併催イベント参加申込をされた方がご参加いただけます。 

ISIJビアパーティー 
日  時：2025年3月9日(日) 17:30～19:00 

場  所：生協食堂 

参加方法：第189回春季講演大会の参加申込をされた方、併催イベント参加申込をされた方がご参加いただけます。 

会  費：当日参加1,000円（支払い方法は現金のみ） 

※学生ポスターセッション発表者に加えて、一般講演等で講演した学生会員も無料で参加いただけます。

※今回、事前受付は行いません。直接会場にお越しください。

１１：００-１３：００
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***日本鉄鋼協会創立110周年記念式典（名誉会員推挙式・表彰式、記念講演会）のご案内*** 

日 時：2025年3月8日（土） 13:00～17:00 

会 場：東京都立大学 南大沢キャンパス 6号館110教室 （〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1） 

プログラム： 

13:00～13:05 会長式辞 

13:05～15:15 名誉会員推挙式・表彰式 

15:30～16:00 新外国人名誉会員講演 

15:20～15:50 講演題目「An American Perspective on Green Steel」 

Colorado School of Mines, Professor John Gordon Speer 氏 

16:00～16:30 創立110周年記念講演 

講演題目「鉄鋼の次世代への挑戦：大学と産業が共創する未来」 

 日本製鉄株式会社 フェロー プロセス研究所長 野村 誠治 氏 

 16:30～17:00 創立110周年記念講演 

 16:20～16:50 講演題目「材料開発の鍵となる組織制御の精緻化」 東北大学金属材料研究所 教授 古原 忠 氏 

参加方法：事前申込は不要です。6号館110教室へ直接お越しください。 

そ の 他：オンライン配信は予定しておりません。 

***懇親会（日本金属学会と合同）のご案内*** 

日 時：2025年3月8日（土） １８：30～２０：30 

会 場：LINK FOREST （〒206-0034東京都多摩市鶴牧3-5-3 TEL.042-307-7720 https://link-forest.jp/） 

会 費：当日一般 10,000円／同伴者（＊）5,000円  （＊）配偶者を同伴する場合 

***特別講演会のご案内*** 

日 時：2025年3月9日（日） 9:00～10:00 

会 場：東京都立大学 南大沢キャンパス 講演会場9（１号館２階 ２１０教室）  （〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1） 

プログラム： 

9:00～9:30  渡辺義介賞受賞記念講演・創立110周年記念講演 

○:○～○:○  講演題目「薄板製品の発展と神戸製鋼の取り組み」

 株式会社神戸製鋼所 顧問 水口 誠 氏 

9:30～10:00 西山賞受賞記念講演・創立110周年記念講演 

○:○～○:○  講演題目「鉄は神様からの贈りもの ― どこまで高温化が可能か ―」

  東京工業大学 名誉教授、東京科学大学（旧東京工業大学）、大阪大学 特任教授 竹山 雅夫 氏 

参加方法：事前申込は不要です。１号館２階２１０教室へ直接お越しください。 

そ の 他：オンライン配信は予定しておりません。 
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***創立110周年記念招待講演（学術部会推薦）のご案内*** 

日本鉄鋼協会は、このたび創立110周年を迎えることとなりました。これを記念し、第189回春季講演 大会（2025年3月8日（土）～

10日（月）、東京都立大学 南大沢キャンパス）において、記念講演を開催します。これまでの研究成果に加え、産学連携への期待や若手

研究者へのメッセージを盛り込んだ「創立110周年記念講演」となっています。是非ご参加ください。 

日 時：2025年3月8日(土)～10日(月) 

会 場：東京都立大学 南大沢キャンパス 1号館 （〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1） 

プログラム： 

3月9日 14:00～14:20 高温プロセス部会推薦 会場1 （1号館1階 110教室） 

講演題目「次世代高プロジャパンで製銑・製鋼の融合転生を」 

東京大学 教授 森田一樹 氏 

3月9日 9:00～9:20 サステナブルシステム部会推薦 会場1 （1号館1階 110教室） 

講演題目「高炉内反応の解析におけるガス分析の重要性とリン製造の最前線」 

東北大学 特任教授 柏谷悦章 氏 

3月9日 10:40～11:00 計測・制御・システム工学部会推薦 会場5 （1号館2階 201教室） 

講演題目「鉄鋼分野におけるシステムズアプローチ ー過去から現在、そして未来ー」 

神戸大学 教授 玉置 久 氏 

3月10日 13:00～13:20 創形創質工学部会推薦 会場6 （1号館2階 202教室） 

講演題目「金属板材の高精度材料モデリングに資する先進材料試験法」 

東京農工大学 教授 桑原利彦 氏 

3月8日 9:00～9:20 材料の組織と特性部会推薦 会場10 （1号館2階 220教室） 

講演題目「鋼の結晶粒超微細化のための加工熱処理」 

京都大学 教授 辻 伸泰 氏 

3月9日 10:15～10:35 評価・分析・解析部会推薦 会場13 （1号館2階 209教室） 

講演題目「中性子計測の鉄鋼研究への活用」 

茨城大学 名誉教授 友田 陽 氏 

参加方法：一般セッションの中での講演となりますので、参加される場合は材料とプロセスCD-ROMの購入が必要です。 

【前期/後期申込】 https://www.isij.or.jp/meeting/2025spring/participation.html#about2 

そ の 他：オンライン配信は予定しておりません。 
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講演大会協議会委員 

議 長 土山 聡宏 

副議長 山本 哲也 

委 員 井尻 政孝 今宿 晋 久保木 孝 澤田 浩太 高木 宏征 村上 太一 盛田 元彰 

顧 問 串田 仁 

2025 年 1 月 8 日 講演大会プログラム編成会議参加委員 

議 長 土山 聡宏 

副議長 山本 哲也 

委 員 青木 聡 板橋 大輔 今宿 晋 宇都宮 裕 梅原 崇秀 及川 勝成 及川 誠 

大崎 智 大野 浩之 大村 朋彦 笠原 秀平 河村 保明 河盛 誠 小西 宏和 

小林 覚 小林 弘和 昆 竜矢 今野 雄介 阪本 辰顕 澤田 浩太 高木 宏征 

高林 宏之 橘 俊一 多根井 寛志 坪内 直人 寺田 大将 戸田 広朗 土肥 勇介 

鳥塚 史郎 難波 茂信 原 健一郎 弘中 諭 深谷 宏 藤本 仁 星野 克弥 

松浦 宏行 宮崎 忠 村上 太一 盛田 元彰 森谷 智一 安田 尚人 

３月８日（土） ３月９日（日） ３月１０日（月） 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 

   会場１ 

 １号館１階１１０教室 
討論会 大野光一郎 小澤純仁 村上太一 

会場２ 

１号館１階１０５教室 
菅原直也 シンポジウム 討論会 

会場３ 

１号館１階１０１教室 
討論会 山下悠衣 内田祐一 原田晃史 岡山敦 

会場４ 

１号館１階１０９教室 
シンポジウム 伊澤研一郎 坪内直人 シンポジウム 国際セッション 

会場５ 

１号館２階２０１教室 
熊野徹 討論会 山平尚史 

会場６ 

１号館２階２０２教室 
討論会 討論会 志村眞弘 討論会 梶川翔平 

会場７ 

１号館２階２０３教室 
大崎智 

澤田浩太 
シンポジウム

シンポジウム

会場８ 

１号館２階２０４教室 
星野克弥 

難波茂信 
土山聡宏 

古原忠 

会場９ 

１号館２階２１０教室 
大村朋彦 

特別講演会 
北條智彦 秦野正治 

討論会 

会場１０ 

１号館２階２２０教室 
鳥塚史郎 共同セッション 共同セッション 古谷佳之 田中將己 

会場１１ 

１号館２階２４０教室 
塚田祐貴 シンポジウム シンポジウム 土山聡宏 高橋学 

会場１２ 

AV 棟２階２６３視聴覚教室 
平田茂 シンポジウム 田中孝明 

会場１３ 

１号館２階２０９教室 
鈴木茂 シンポジウム

金属学会 E 会場 

１１号館２階２０６教室 
共同セッション 共同セッション 

第１８９回春季講演大会運営委員一覧表
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レタープレス　技術報告書 で検索

タープレス株式会社
Tel：03 -5817 -8617

URL:https://letterpress.co.jp/technical_report/レお
問
合
せ
は

スマホ、
タブレットは
こちらへ→

ٕज़ใࠂॻൃߦαϙートの͝Ҋ
学術専門印刷会社による、
技術報告書発行サポート
始めました！
˙ ࣾは、ҎԼの�ͭの7BMVFで、͓٬༷の͓Έのղܾ、
。をいたしますݱの࣮ر͝

Value1 多種多様な実績に基づいた、制作力

業務効率と論文品質を最適解で両立する、Value2 編集力

Value3 創業から130年蓄積された、ノウハウ

ɾදࢴデβイン
ɾຊจࢽ໘デβイン
ɾߘݪೖجߘ४の
ఆαϙートࡦ

ɾೖߘݪߘの֬ೝ、
نߘఆࠩ֬ೝ

ɾൃܗߦଶの͝ఏҊ
ᵎ༷ࢠ�ɾిࢠ൛

ɾൃߦϑローの͝ఏҊ
ᵎߘݪ�ґཔɾࠪಡۀ

ɾ*44/औಘ、+�45"(&
ެ։申

創刊・立ち上げ段階のご担当者様

ɾిࢠ൛データ੍作
ᵎ�1%'�)5.-�9.-

ɾ8&#αイト੍作
ɾߘݪೖجߘ४の
ఆαϙートࡦ

ɾೖߘݪߘの֬ೝ、
نߘఆࠩ֬ೝ

ɾ*44/औಘ、+�45"(&
ެ։申

電子化・有効活用を目指すご担当者様

ɾٕज़ใࠂॻใ༻8&#
αイト੍作͝ఏҊ

ɾߴࣜ൛͝ఏҊ
ɾೖߘݪߘの֬ೝ、
نߘఆࠩ֬ೝ

ɾࣥචґཔରԠ

ɾてにをは、༻ޠ౷Ұ
αϙート

ɾߦݱϑローの͑ݟΔԽ
ᵎۀ�୲ऀの࠷దԽ
ᵎۀ�ࣗମのޮԽ

ɾۀϚχϡΞϧ作成
αϙート

引継ぎ・外部委託をご検討のご担当者様

〒110-0005 東京都台東区上野3-22-4　MOTビル6階



౼　　会

高Թϓϩセス
3月8日 会1（1߸ؗ1階 110ࣨڭ） 

将དྷͷమϓϩセスΛ୲͏एखऀڀݚセッション
<　村্太一 <東北大࠲

9�00-9�05
	 	 झࢫઆ明
9�05-9�40

%1	 ホウ素をྫとした元素分析におけるෆ確かさ評価
	 	 九大　˓墨田岳大・齊藤敬高・中島邦彦ɼ　+AEA　大ᖒਸਓ・ᬖᇆም・池田ಞ࢙	 ・・・	 1
9�40-10�15

%2	 カルシウム処理による溶鋼中アルミナ介在物の改質挙動の評価
	 	 科学大　˓ཱུ宇・安井伸太郎・小林能	 ・・・	 3
<　໐海大翔 <京大࠲

10�35-11�10
%3	 水素還元シャフト炉における塩基性ϖレットの低温還元粉化機構

	 	 東北大　˓門間ߤ輝・村上太一	 ・・・	 5
11�10-11�45

%4	 酸素ஷଂ材料を用いたPSAプロセスにおける反応熱制ٕޚज़
	 	 北大　˓୨ܛڮ太・能村貴宏	 ・・・	 7
11�45-12�00
	 	 総合討

3月8日 会3（1߸ؗ1階 101ࣨڭ） 
 会ࠂऴใ࠷ 会ڀݚߏػ生ɾɾมੑࡏաఔͷ介ݻڽ

ʮݻڽաఔͷ介ࡏ生ɾɾมੑߏػͷղ明Λࢦしͨ࠷৽ڀݚͷల開ʯ
<東大>ɺ٢川݈ <阪大> ߦ　松Ӝ宏࠲

9�30-9�40
	 	 झࢫઆ明
9�40-10�00

%5	 Solvation Shellモデルを用いた溶融鉄合金中酸素・窒素の活量係数の評価
	 	 阪大　˓鈴木賢紀・大ݟ༞介・中本将嗣・吉川健	 ・・・	 1�
10�00-10�20

%6	 時間分解9ઢイメージングを用いたFe-22Mn-�.7C合金の凝固ύスおよびඇ金属介在物による	
	 	 準安定フェライトの֩生成誘ىの実ূ
	 	 京大　˓໐ւ大ᠳ・藤田健ޗ・太田・勝部涼司・安田ल幸	 ・・・	 11
10�20-10�40

%� మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 モデル溶液を用いた凝固過程におけるミクロ偏析および介在物生成挙動の定量的理解
	 	 京大　˓川࡙子ɼ　東北大　௩原༏رɼ　京大　中ඌ温ేɼ　東北大　助永壮平ɼ　	
	 	 阪大　ߐ阪久雄ɼ　東北大　柴田浩幸	 ・・・	 15
10�40-11�00

%8	 凝固過程における溶鋼中からAl2O3上へのMnSの晶出挙動
	 	 山大　˓加藤ޗݠ・田ేڿɼ　山大（現：+FE）　ࠇ川拓ਅɼ　山大　小野英樹	 ・・・	 17
11�15-11�35

%9	 一ํ向凝固実験による凝固過程でのඇ金属介在物の生成・成長挙動の研究
	 	 東大　˓দӜ宏行・ُ 田رߊɼ　北京科ٕ大　:. Fan・9. Hu	 ・・・	 2�
11�35-11�55
%10	 一ํ向凝固鋼のミクロ偏析ʗ組織における介在物分布の評価手法のఏҊ
	 	 阪大　˓高߉ڮɼ　東大　A. SciazLo・鹿Ԃؽɼ　阪大　中本将嗣・ߐ阪久雄・吉川健	 ・・・	 22
11�55-12�15
%11	 一ํ向凝固材のԣ断面組織での固相率予測式のఏҊ
	 	 阪大　˓ߐ阪久雄・高ڮᏪ・中本将嗣・吉川健	 ・・・	 25
12�15-12�25
	 	 総合討
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౼　　会

3月10日 会2（1߸ؗ1階 105ࣨڭ） 
༹༥ࢎԽおΑͼΨϥスͷੑධՁͷ進ల

<大Ӝࣳ> ܙ　ॿ永ฏ <東北大>ɺԕ藤ཧ࠲

10�00-10�25
%12	 ケイ酸塩ガラスおよび融体におけるフォノンの平均自由行程の組成依存性
	 	 東北大　˓助永壮平・小ཬ文太・二֊ಊ将太郎ɼ　京大　川࡙子ɼ　東北大　柴田浩幸	 ・・・	 27
10�25-10�50
%13	 準古య・古య分子動力学計算によるケイ酸塩融液およびガラスの熱伝導率の支配因子の解析
	 	 京大　˓ਗ਼水խ弘・野口༐ਅ・下間༃彦・三Ӝਗ਼貴ɼ　東北大　助永壮平ɼ　ࣳӜ工大　ԕ藤理ܙ	 ・・・	 2�
10�50-11�15
%14	 ඇ定ৗ熱ઢ法によるスラグの熱伝導率の測定精度向上に対する検討
	 	 ࣳӜ工大　˓ԕ藤理ܙ・向ٛޙ樹・大関ު ・ีલ田ܓɼ　茨城大　剛࢙ɼ　京大　ਗ਼水խ弘	 ・・・	 31
11�15-11�40
%15	 アルカリアルミノケイ酸塩融体の熱伝導率評価の現状
	 	 茨城大　˓剛࢙・太田弘ಓɼ　ࣳӜ工大　ԕ藤理ܙɼ　京大　ਗ਼水խ弘ɼ　	
	 	 東北大　助永壮平・柴田浩幸	 ・・・	 34

ଌɾ੍ܭ 学ɾシスςϜޚ
3月9日 会5（1߸ؗ2階 201ࣨڭ） 

ෆ࣮֬ڥʹお͚ΔシスςϜͷシスςϛッΫ࠷దԽͱͦͷ方法
<&'　ਡ๚晴 <ઁ南大>ɺ٢༗介 <J࠲

14�00-14�10
	 	 झࢫઆ明
14�10-14�40
%16	 一؏製鉄ॴの計画におけるシステミック࠷ద化ٕज़
	 	 ਆ鋼　˓ؠ谷හ治・井本考྄	 ・・・	 36
14�40-15�10
%1�	 システミック࠷ద化のためのエージェントベース製鉄ॴ内物流シミュレータ
	 	 科学大　˓小野功	 ・・・	 38
15�10-15�40
%18	 時間オートマトンモデリングによる製鋼下工程の͑ݟる化の一ྫ
	 	 山ݝ立大　˓ࡗ原一紀・ڮ本ᣦ ・ۢ高野 ・ྒদ本也・中村正樹	 ・・・	 42
15�50-16�20
%19	 進化計算手法によるシミュレータのύラメータ推定
	 	 ஜ波大　˓倉ڮઅ也・小ാਸ裕	 ・・・	 44
16�20-16�50
%20	 システミック࠷ద化のためのエクセルギーフローネットϫークの構ங	
	 	（BF-BOFルートにおけるエクセルギーフローのマクロなՄࢹ化）
	 	 ઁ南大　˓ਡ๚彦・北川྇太↻	 ・・・	 46
16�50-1��10
	 	 総合討
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౼　　会

ܗ࣭学
3月8日 会6（1߸ؗ2階 202ࣨڭ） 

एखऀڀݚʹΑΔͷܗʹؔ͢ΔऔΓΈ
<ෞ大ذ>  <野高ઐ>ɺശ山智之࡚ٶ　࠲

9�00-9�10
	 	 झࢫઆ明
9�10-9�40
%21 ট講演
	 	 アルミニウム製伝熱の引ൈきーͶじΓ複合加工における変形挙動
	 	 MAアルミニウム　˓福増लজ・中本将之・鈴木智య・中茂紀ɼ　日工大　୍ᖒ英உ	 ・・・	 48
9�40-10�10
%22	 引張－内圧－ͶじΓのෛՙをडけるബԁの加工硬化
	 	 ੩大　˓吉田健ޗ	 ・・・	 52
10�10-10�40
%23 ྭड講演ڀݚ
	 	 DIC二࣠バルジ試験機の開発と5��MPaڃ高張力鋼板の二࣠バルジ試験
	 	 	ෞ大　˓ശ山智之ɼ　東京農工大　桑原利彦ذ ・・・	 55
10�50-11�20
%24	 Cr濃度によるスケールの組成とްみがຎ性に及ぼす影響
	 	 +FE　˓池३ࠤ・ ʑ木俊 ・ี上岡悟࢙	 ・・・	 5�
11�20-11�50
%25	 ༷ʑな断面形状を有する材製造のための拡型抽伸加工
	 	 電௨大　˓ֿ川ᠳ平ɼ　電௨大　張ੈ ・ྑ加藤༏ ・྄高༄大樹・久保木ɼ　秋山ٕ研　秋山խٛ	 ・・・	 63
11�50-12�00
	 	 総合討

3月9日 会6（1߸ؗ2階 202ࣨڭ） 
ѹԆ%9ٕज़ͷݱঢ়ͱޙࠓͷల

<大　川明 <金沢࠲

9�05-9�10
	 	 झࢫઆ明
9�10-9�40
%26	 圧延ラインのスマート製造向けٕज़とద用ྫ
	 	 TMEIC　˓久保博・小原一浩・ϋムダモ アリフ・高木山Տ・木原ඒྯ	 ・・・	 67
9�40-10�10
%2�	 データサイエンスに基づく熱延プロセスのҟৗ断システム
	 	 +FE　˓দ下ণ࢙・原田洋平・久山修司	 ・・・	 71
<　原݈一郎 <ਆ߯࠲

10�10-10�40
%28	 多ஈ圧延機におけるAFCの高度化
	 	 ਆ鋼　˓ѭ坂次・鈴木ؽ・લ田ࡉ・ࢤګ川行・宮Ԃ太介	 ・・・	 75
10�50-11�10
	 	 総合討
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౼　　会

3月10日 会6（1߸ؗ2階 202ࣨڭ） 
ؒѹԆϩーϧͷ՝ͷࠀͱϩーϧք໘ݱͷ見͑ΔԽ

<大>ɺ্ౡ৳文 <東北大ػ　柳田明 <東京ి࠲

9�00-9�05
	 	 झࢫઆ明
9�05-9�30
%29	 転動ຎ試験機によるࠇ皮生成とք面温度の推定
	 	 東京電機大　˓༄田明・髙ڮ⁜	 ・・・	 78
9�30-9�55
%30	 熱間転動ຎ試験における熱間圧延ロール材のຎに対する有ݶཁ素解析
	 	 ੩大　˓早川邦夫	 ・・・	 8�
9�55-10�20
%31	 多合金നர鉄の熱間転動ຎ特性に及ぼすミクロ組織の影響
	 	 久ཹถ高専　˓山本Ү	 ・・・	 82
10�35-11�00
%32	 ブリスタリングの発生した鋼材表面の熱間圧延挙動
	 	 金工大　˓藤井ߊଡ・ۙ 藤ହ光・ࣳ 川幸ܚ	 ・・・	 84
11�00-11�25
%33	 熱間圧延によるۭ孔閉塞挙動の位置及び応力状態の依存性
	 	 東北大　˓上島伸文・ި 明川・及川勝成	 ・・・	 88
11�25-11�50
%34	 熱延ロール表面の酸化被膜生成に及ぼす炭化物の影響
	 	 名大　˓౬川伸樹・岡田྄༞・Ѩ部英嗣・原田	 ・・・	 �2

ྉͷ織ͱಛੑࡐ
3月9日 会9（1߸ؗ2階 210ࣨڭ） 

ϚϧςンαΠτ߯ʹお͚Δہॴ઼ੑͱؔ࿈͢Δมܗɾഁյڧ
<ಓ <東北大ݩ　小山࠲

10�15-10�20
	 	 ಄ѫࡰ
10�20-10�50
%35	 マルテンサイト鋼におけるෆ均一変形挙動とہॴ硬さの関係
	 	 東大　˓南部将一	 ・・・	 �4
10�55-11�25
%36	 焼戻しマルテンサイト鋼板の延性に及ぼすCu添加の影響ʙ第1ใʙ
	 	 +FE　˓戸ാ५也・川࡚由߁・দ原和輝・山口尚記・長ୌ߁伸	 ・・・	 �5
11�30-12�00
%3�	 焼戻しマルテンサイト鋼板の延性に及ぼすCu添加の影響ʙ第2ใʙ
	 	 +FE　˓川࡚由߁・戸ാ५也・山口尚記・দ原和輝・長ୌ߁伸	 ・・・	 �8
12�05-12�35
%38	 焼戻しマルテンサイト鋼の疲労特性に及ぼすCu添加の影響
	 	 +FE　˓山口尚記・戸ാ५也・দ原和輝・川࡚由߁・長ୌ߁伸	 ・・・	 1�2
<　北ᑍ智 <東北学院大࠲

14�00-14�30
%39	 低炭素マルテンサイト鋼の疲労強度における晶บ面ํ位依存性
	 	 日本製鉄　˓千༿ོ弘・早川क	 ・・・	 1�6
14�35-15�05
%40	 ड性ײॴ઼性؇和能力に対応したマルテンサイト鋼の水素脆化ہγ粒քにおけるچ
	 	 物材機構　˓岡田和า・柴田ᐁ伸ɼ　京大　明験ɼ　物材機構　津݉জ	 ・・・	 1�7
15�20-15�50
%41	 高強度鋼の水素脆化ײड性低ݮに向けた格子ܽؕと下部組織の制ޚ
	 	 上智大　˓齋藤ܓ・高井健一	 ・・・	 111
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౼　　会
15�55-16�25
%42	 大気৯による焼戻しマルテンサイト鋼の水素脆化機構の解析
	 	 ਆ鋼　˓Տ	 ・・・	 115
16�30-1��00
%43	 ܽ付き板状引張を用いた水素脆化評価における形状因子の影響
	 	 日本製鉄　˓大村๎彦・小林ݑ司	 ・・・	 11�
1��00-1��05
	 	 閉会ѫࡰ

ධՁɾੳɾղੳ
3月9日 会13（1߸ؗ2階 209ࣨڭ） 

ઌٕज़ͱ༹ӷԽ学ͱͷ༥߹͕Γ開͘৽ੈమ߯ੳ࠷
<　্原৳ <Ӊ大>ɺҴ川༗徳 <Ӊ大࠲

14�00-14�05
	 	 झࢫઆ明
14�05-14�25
%44	 光光度法による鉄鋼中のタングステン測定法の化学検ূٵ
	 	 徳島大　˓水口仁ࢤ・山࡚ྏ太ɼ　宇大　上原伸夫	 ・・・	 123
14�25-14�45
%45	 ന৭LED光源と৭センサーを用いる؆қな光電比৭計の開発と鉄鋼試料のణ定分析への応用
	 	 金工大　˓鈴木保・ถ山ඒࡩɼ　宇大　稲川有徳・上原伸夫	 ・・・	 124
14�45-15�05
%46 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 鉄鋼材料の評価法における画像解析の利用Մ能性
	 	 宇大　˓稲川有徳・上原伸夫	 ・・・	 125
15�15-15�35
%4�	 鉄分離硫酸バリウム重量法における఼形成、ચড়工程に影響する因子の検討
	 	 宇大　˓相അւ輝・上原伸夫・稲川有徳	 ・・・	 126
15�35-15�55
%48	 鉄鋼࣪式分析のための重量分析法の基൫をなすఽ生成反応に影響する因子
	 	 宇大　˓上原伸夫・加藤ॢਓ・相അւ輝・稲川有徳	 ・・・	 128
15�55-16�15
%49	 鉄鋼分析におけるख़࿅ٕज़ऀがͭ࣋高度なٕ能化学でͲ͜までઆ明できるのか
	 	 宇大　˓上原伸夫	 ・・・	 12�
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*nUernaUiPnal 0rgani[ed SeTTiPnT

セッションࡍࠃ
3月10日 会4（1߸ؗ1階 109ࣨڭ） 

"dWanDed NeaTureNenU and analyTiT NeUIPdT uTing RuanUuN CeaNT and 
UIeir aQQliDaUiPn UP DulUural IeriUage reTearDI�  
$urrenU TiUuaUiPn and GuUure QrPTQeDUT in "Tia 

ྔ子ϏーϜΛ༻͍ͨઌܭଌɾੳ法ͱͦͷ文ԽڀݚࡒͷԠ༻：ΞδΞʹお͚Δݱঢ়ͱޙࠓ

13�00-13�05
	 	 Opening Address: M. TanaLa <ToLZo Univ. of the Arts>
$Iair� .� Sakurai <0Uani Seiun>

13�05-13�25
*nU�-1	 High-energZ 9-raZ multi-scale imaging at SPring-8
	 	 +ASRI　˓M. Hoshino・,. Uesugi	 ・・・	 13�
13�25-13�45
*nU�-2	 Nondestructive analZsis of articulated iron obKects using sZnchrotron radiation, neutron, and muon
	 	 ToLZo Univ. of the Arts　˓M. TanaLa	 ・・・	 133
13�45-14�15
*nU�-3 *nWiUed -eDUure
	 	 Pulsed neutron imaging studZ of +apanese sXords at +-PARC
	 	 +AEA　˓,. OiLaXa	 ・・・	 134
$Iair� K� /inPNiya <)irPTIiNa 6niW�>

14�30-15�00
*nU�-4 *nWiUed -eDUure
	 	 Research advances in the energZ-resolved imaging instrument of CSNS and its potential applications in
	 	 cultural heritage research
	 	 Institute of High EnergZ Research, Chinese AcademZ of Sciences　˓S. Wang	 ・・・	 135
15�00-15�30
*nU�-5 *nWiUed -eDUure
	 	 Nondestructive imaging analZsis of an ancient iron Lnife using integrated 9-raZ CT, neutron tomographZ,
	 	 and computed laminographZ
	 	 Palace Museum　˓:. Lei	 ・・・	 137
15�30-15�50
*nU�-6	 Muon Induced 9-raZ Emission 	MI9E
 analZsis and its imaging technologZ
	 	 OsaLa Univ.　˓A. Sato	 ・・・	 138
15�50-16�10
*nU�-�	 Non-destructive 3D elemental imaging method using muon and neutron beams Xith CdTe-DSD
	 	 +AEA　˓I. Chiu	 ・・・	 14�
16�10-16�15
	 	 Concluding RemarLs: :. Lei <Palace Museum>
16�15-16�20
	 	 Closing Address: T. NaLanishi <,Zushu Univ.>
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高Թϓϩセス
3月8日 会2（1߸ؗ1階 105ࣨڭ） 

ίーΫスٕज़ऀएखセッション
9�00-10�40 <&'征 <Jܴ　࠲

1	 高収縮率Ϗトリニットにおけるクラック生成に対する粒子サイズの影響
	 	 日本製鉄　˓ࠓ野ࠫॹས・ۼ田弘	 ・・・	 144

2	 ੴ炭圧密現象への粉体圧縮式のద用
	 	 +FE　˓永山װ也・土ං༐介・দ井貴	 ・・・	 145

3	 Ϡード積み付けཤྺ理強化によるコークス品質安定化のऔΓ組み
	 	 日本製鉄　˓鈴木ھ・小泉聡・正木健介・ઋ田竜也	 ・・・	 146

4	 コークス࣪式ফՐ法における積込み形状の均一化によるコークス水分ݮ対ࡦ
	 	 日本製鉄　˓埜和樹・髙下将一郎・原田ཌྷ	 ・・・	 147

5	 硫酸製造設උの酸素化೩焼によるダウンサイジング化
	 	 +FE　˓田矢ਅ介・݄宏ر・髙木৴也・奥山ಯ・岡田英ߊ	 ・・・	 148

高ԹϓϩセスɾαスςφϒϧシスςϜ 
3月9日 会1（1߸ؗ1階 110ࣨڭ） 

࿉ϓϩセス
9�00-10�20 <　能村貴宏 <北大࠲

6 110प年ه೦ট講演（学ज़෦会ਪન）
	 	 高炉内反応の解析におけるガス分析の重ཁ性とリン製造の࠷લઢ
	 	 東北大　˓柏谷ӻষ

� ඨ文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 たたら製鉄の銑生成に及ぼす࠭鉄中TiO2濃度の影響
	 	 શ日本ঊ会　˓久保ળ博	 ・・・	 14�

8 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 高炉内挙動評価と高炉ૢ業安定化ٕज़の構ங
	 	 日本製鉄　˓村߃久	 ・・・	 15�

9	 回転ドラム試験によるH2-CO還元ޙ焼結鉱の粉化挙動の評価
	 	 山大　˓土屋明ݾ・加藤ޗݠ・小野英樹ɼ　+FE　野元प一・ࢢ川和平	 ・・・	 151

高
10�35-11�55 <東北大> ޛ　Ն井ढ़࠲

10 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 高炉ૢ業の低炭素化に向けた௨気性改ળٕज़の開発
	 	 +FE　˓村ඌ明紀	 ・・・	 152

11 ೦ট講演هྭड講演ɾ110प年ڀݚ
	 	 高炉内液相ホールドアップに関する数値解析
	 	 九大　˓昆竜矢

12	 炉下部ۭܺ率を考慮した液面推定モデルの開発
	 	 +FE　˓川৲雄基・山本也・柏原༎介・山本也	 ・・・	 153

13	 長ࢭٳظ高炉立ͪ上げ時の伝熱-応力解析モデルの開発
	 	 +FE　˓দ永྄太郎・ࢢ川和平・柏原༎介・山本也	 ・・・	 154

高ԹϓϩセスɾαスςφϒϧシスςϜ 
৽࿉ϓϩセス1

14�00-15�20 <　೮্༸ <東北大࠲
14 110प年ه೦ট講演（学ज़෦会ਪન）

	 	 次ੈ高プロジャύンで製銑・製鋼の融合転生を
	 	 東大　˓森田一樹

15	 ແՙ重݅での水素還元によるϖレットのクラスタリング現象
	 	 九大　˓昆竜矢・A. Mohhamad Chand・大野光一郎ɼ　+FE　中原佳子・Ոߊ太・小ᖒ純仁	 ・・・	 155

16	 鉄鉱ੴ粉の水素還元挙動に対する温度及び鉱ੴछ依存性
	 	 日本製鉄　˓藤野和也・ڇඌণ࢙・夏井ୖ࠸・ඉ口ݠ一	 ・・・	 156
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1�	 HZdrogen-based iron-maLing sZstem simulation: A pathXaZ to a loX-emission iron industrZ
	 	 HoLLaido Univ.　˓C. TamzZsiɼ　Nippon Steel　M. Mizutani・T. Nishimuraɼ　	
	 	 HoLLaido Univ.　T. Nomura	 ・・・	 157

৽࿉ϓϩセス2
15�35-16�35 <　安田ঘ人 <日ຊమ࠲

18	 繊維状多孔質鉄を触媒としたCO-CO2-H2O混合ガスからの炭素析出挙動
	 	 東北大　˓東料太ɼ　+FE　ݟؠ༑司ɼ　東北大　村上太一	 ・・・	 158

19 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 Reduction of hematite poXder bZ pulsed-discharged spouted bed
	 	 Hosei Univ.　˓P. ,hlaisongLhram・+. Doi・T. ALashi	 ・・・	 15�

20	 プラズマジェット༺錬によるニッケル製錬
	 	 東北大　˓ଧӽխ仁	 ・・・	 16�

3月9日 会3（1߸ؗ1階 101ࣨڭ） 
ૅجݻڽ

9�00-10�20 < <日ຊమߤ　্田࠲
21	 データ同化における凝固形態変化の物性値推定挙動への影響

	 	 京工繊大　˓山村࠼೫・坂根慎治ɼ　京大　安田ल幸ɼ　京工繊大　高木知弘	 ・・・	 161
22	 Multi-phase-field格子ボルツマンモデルによる固液共存体の2D୯純ͤΜ断変形シミュレーション：	

	 	 変形度の影響評価
	 	 京工繊大　˓山中波ਓ・坂根慎治・高木知弘	 ・・・	 162

23	 Inquence of Hf addition on austenite grain coarsening after a massive-liLe Ferrite-to-Austenite
	 	 transformation in Fe-�.45C steel
	 	 京大　˓Ԧ彦シン・大正裕ɼ　名大　勝部涼司ɼ　京大　໐ւ大ᠳ・安田ल幸	 ・・・	 163

24	 4D-CT�9RD測定を用いた炭素鋼のマッシブ的変態の結晶学的特の解析
	 	 京大　˓安田ल幸・大正裕・໐ւ大ᠳɼ　名大　勝部႑司	 ・・・	 164

ரย࣭
10�35-11�35 <日ຊ金> ࣍ݐ　水野࠲

25 ೦ট講演هౡड講演ɾ110प年ࡾ
	 	 連ଓர造の数値解析ٕज़の研究開発と実用化
	 	 日本製鉄　˓山࡚ഢ公

26 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 特घ鋼のர造プロセスٕज़開発
	 	 大同　˓ݟ๕紀	 ・・・	 165

2� 文ྭड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 機械学習を活用した連ଓர造機のਁ௮ノズル形状࠷ద化
	 	 日本製鉄　˓波時永・岡田৴宏	 ・・・	 166

ྗ学
14�30-15�50 <木貴ത <東北大ࡾ　࠲

28 澤村文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 ۭ気中124�oCにおけるFe2O3高濃度ଆのCaO-SiO2-Fe2O3系相平ߧに及ぼすAl2O3の影響
	 	 科学大　˓林幸ɼ　日本精工　高͋ڮまͶɼ　ENEOS　内幸宏ɼ　科学大　ਢڡࠤ裕ɼ　	
	 	 ࣳӜ工大　ԕ藤理ܙɼ　科学大　ᬑݰ	 ・・・	 167

29	 1873,における溶鉄中La-Cr間の相ޓ作用係数
	 	 山大　˓大Ӌਈ也・加藤ޗݠ・小野英樹	 ・・・	 168

30	 マイエナイト型化合物Ca12Al14O33中のアニオン置
	 	 京大　˓長谷川将克ɼ　東大　齋藤ܒ次郎ɼ　京大　柴野ป	 ・・・	 16�

31	 スラグ中ભҠ金属酸化物の熱力学的औΓѻい
	 	 東大　˓齋藤ܒ次郎・森田一樹ɼ　京大　長谷川将克	 ・・・	 17�
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介ࡏɾૅجݻڽ
16�05-1��25 <　༅内ಯ <ਆ߯࠲

32 澤村文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 新たな複合分析ٕज़を用いた Fe-36mass% Ni 合金の二次介在物生成メカニズムの解明
	 	 東北大　˓深谷宏・三木貴博ɼ　Curtin Univ.　+. Gamutanɼ　日鋼　久保ਅ・矢野慎太郎・鈴木茂	 ・・・	 171

33	 溶融Fe-Ni合金とAl2O3-SiO2-MnO-MgOスラグとの平ߧ
	 	 東北大　˓Ӌ生ཾ・ؠ元༂・深谷宏・三木貴博	 ・・・	 172

34	 フェライト系շステンレス鋼の硫化物生成挙動に༩͑る凝固݅の影響
	 	 大同　˓千Ӌ克・成田ॣ介・ݟ๕紀ɼ　東北大　深谷宏・三木貴博	 ・・・	 173

35	 模擬デンドライト樹間をҠ動する球形粒子の挙動
	 	 北大　˓三Ӝ༏ 	井一彦ɼ　ਆ鋼　村༑宏ؠే・ ・・・	 174

3月10日 会1（1߸ؗ1階 110ࣨڭ） 
ϖϨッτ

9�00-10�00 <　ย山一ত <日ຊమ࠲
36	 低品位鉄鉱ੴϖレットの強度因子解析

	 	 +FE　˓ࠤ藤ۜ一郎・中村ਓ・ݟؠ༑司・山本也	 ・・・	 175
3�	 ϖレット粒度測定装置の開発（粒径センサを用いたϖレット工のૢ業改ળٕज़ʕ1）

	 	 ਆ鋼　˓桑名ଡ・中山ಓ博・ഭ田尚和・加藤嗣ݑ	 ・・・	 176
38	 ϖレット粒径センサを用いた造粒าཹの解析と焼成熱量の改ળ（粒径センサを用いたϖレット工の	

	 	 ૢ業改ળٕज़ʕ2）
	 	 ਆ鋼　˓加藤嗣ݑ・坂本 ・ॆ桑名ଡ・Ѩ部྄太・લ田智徳・宮田健士朗	 ・・・	 177

ম݁
10�15-11�15 <高ઐށ　丸岡大༎ <ീ࠲

39 澤村文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 REMO-tec（再Ր焼結）プロセスのলエネルギー効Ռ REMO-tec	RE-ignition Method for
	 	 Optimization of Total EnergZ Consumption
の開発 第1�ใ
	 	 日本製鉄　˓দ村勝・小ਿ྄太・山本雄一郎・長田३治・ඉ口ݠ一	 ・・・	 178

40	 REMO-tecと酸素化の組み合Θͤによる生産率向上効Ռ
	 	 日本製鉄　˓中村प矢・দ村勝・ย山一ত・ඉ口ݠ一	 ・・・	 17�

41	 超ඍ粉用時の鉄鉱ੴ造粒粒子の焼結・೩焼反応に及ぼすコークス外装の影響
	 	 +FE　˓竹原健太・ኍᖒण幸・山本也	 ・・・	 18�

高Ϧン߭ੴར༻
11�30-12�30 <大> 　ཽࠛ矢࠲

42	 ߽州産鉱ੴにおけるήーサイト組織形態とٵ着P濃度の関係
	 	 日本製鉄　˓高山透・村ඌྰ子ɼ　東大　三Տ内岳	 ・・・	 181

43	 高リン鉄鉱ੴを定したオΩシ水酸化鉄表面へのリン酸イオンٵ着状態評価
	 	 東北大　˓ࣰ田弘造ɼ　東大　三Տ内岳ɼ　日本製鉄　川ฒԂ実・村ඌྰ子ɼ　東北大　鈴木茂	 ・・・	 182

44	 高塩基度ੴփੴ添加ᖿ焼による鉄鉱ੴからの脱リン効率化
	 	 東北大　˓村上太一ɼ　ീ戸高専　ؙ岡大༎ɼ　ਆ鋼　立ؽ郎ɼ　東北大　ӫ輝	 ・・・	 183

3月10日 会3（1߸ؗ1階 101ࣨڭ） 
Ҡಈݱɾ高ԹԠૅج

9�00-10�20 <日ຊమ> ࢙ຊಯࢤ　久࠲
45 ඨ文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演

	 	 ୯結晶Al2O3板を௨した液体金属中のAl2O3粒子ʗ ୯結晶Al2O3板間の焼結ք面のͦの؍
	 	 阪大　˓中本将嗣・田中හ宏	 ・・・	 184

46	 Desulfurization Linetics studZ of gas-slag-metal interface: DensitZ functional theorZ and
	 	 Molecular dZnamics
	 	 Univ. of Science and Tech. BeiKing　˓L. Wang・9. He	 ・・・	 185

4�	 小型溶解炉でのCO気泡によΓ生成したスラグフォーミングの測定
	 日工大　˓内田༞一・平山雄大・ڮ本༏之介ɼ　+FE　吉泉ӯ	 ・・・	 186

48	 冷間モデル実験における機械式スラグドラッガーの流体排出挙動
	 	 産ٕ大　˓ඉ口ળ彦	 ・・・	 187

19



ྉి࣓ϓϩセシンάࡐ
10�35-11�35 <友一 <日ຊమޱ　௩࠲

49	 ඈփ焼結を的とした3�LWڃマイクロ波加熱炉の設計
	 	 中部大　˓ֽ村京一郎	 ・・・	 188

50 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 強磁中におけるFe-C/Ga拡散対の反応
	 	 鹿大　˓三井好古・ԣ山ᰜ・小山佳一	 ・・・	 18�

51	 ੩磁とަ流電流の重ҹ加下で凝固したSn-Pb合金の偏析
	 	 北大　˓藤村知・ؠ井一彦	 ・・・	 1��

ਫ਼࿉ϓϩセスɾՐ
13�00-14�40 <　ַ野洸一郎 <ਆ߯࠲

52	 大型電気炉における効Ռ的な溶鋼֧፩の検討（電磁፩ vs ガス֧፩）
	 	 ABB　˓依田裕ಓɼ　ABB AB　リドン テング・ホンリャン Ϡンɼ　ABB　鈴木ܒ太	 ・・・	 1�1

53	 スラグのインピーダンス測定による組成推定の検討
	 	 日本製鉄　˓原田༞ ・྄田村鉄平・内藤ݑ一郎・֟ 本ণ平ɼ　東大　फ岡均	 ・・・	 1�2

54	 Supersonic Ket characteristics and combustion behavior of RH multifunctional oYZgen lance at
	 	 loX ambient pressure
	 	 Univ. of Science and Tech. BeiKing　˓H. Zhangɼ　Baoshan Iron � Steel Co., Ltd.　Z. Maɼ　	
	 	 Univ. of Science and Tech. BeiKing　Z. :uanɼ　東大　দӜ宏行	 ・・・	 1�3

55	 Ր物ライニング内部ܽؕ検知ٕज़の開発
	 	 +FE　˓吉田ܓ༎・দ永久宏・中村ળ幸	 ・・・	 1�4

56	 温度ཤྺを考慮した酸化ࢭ剤のબ定による溶鋼ುスラグラインのMgO-C࿃נの用向上
	 	 日本製鉄　˓ਗ਼水࿇也・ڮ本一ᣈ・݄ ϲ弘樹・ޙਅ理子・齋藤吉俊ɼ　࡚ࠇຏ　നᖛ५	 ・・・	 1�5

高ԹϓϩセスɾαスςφϒϧシスςϜ 
3月9日 会4（1߸ؗ1階 109ࣨڭ） 

スϥά
10�35-11�55 <京大> ࠀ　谷川将࠲

5� మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 製鋼スラグにおけるサマリウムの分配・濃縮挙動
	 	 東北大　˓ؠ間ਸ之・谷文凤・井上 ・྄植田滋	 ・・・	 1�6

58	 SZnthesis of LiFePO4 using Fe-P alloZs reduced from steelmaLing slag
	 	 東北大　˓↾܅一ɼ　北京科ٕ大　ᜎ՚๕ɼ　東北大　ؠ間ਸ之ࠤ・ ʑ木߁・植田滋	 ・・・	 1�7

59	 ༺融塩ཋ中での製鋼スラグからのリンの抽出
	 	 ބ大　˓༶	 ・・・	 1�8

60	 電気炉還元スラグのFԚછ挙動とͦの抑制ࡦ
	 	 	ੴ　˓上原জ夫・都ங༐太ࡅ材ڠ ・・・	 1��
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αスςφϒϧシスςϜ
మ߯ۀͷ(9ʹ͢ࢿΔΤωϧΪーςΫϊϩδーͷ࠷લઢ*

14�00-15�00 <高ઐށ　丸岡大༎ <ീ࠲
61	 フェロニッケル製錬におけるプラスチック廃棄物の新ケミカルリサイクル

	 	 東北大　˓柏谷ӻষɼ　日本金　安田智弘・野田ਅਓ・ਆ戸雄一	 ・・・	 2��
62	 気固系化学熱装置のܰ量化と熱Ҡ動制ޚのためのϙリマー材料のద用検討

	 	 岡山大　˓小島ੈ ・ొ中ી浩一・三野ହޙ・ࢤ藤邦জ	 ・・・	 2�1
63	 向流式6���Cڃ中高温用ॆర層型જ熱熱装置の์熱特性

	 	 北大　˓中村༑一・能村貴宏ɼ　スウェーデンԦ立工科大　L. Shan・+. NingXei Chiu	 ・・・	 2�2

మ߯ۀͷ(9ʹ͢ࢿΔΤωϧΪーςΫϊϩδーͷ࠷લઢ**
15�20-16�20 <　能村貴宏 <北大࠲

64 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 Ր物への利用に向けた自ݾ治༊セラミックスの自ݾ治༊層成長機構の解明およびཅイオン拡散の影響
	 	 ീ戸高専　˓ؙ岡大༎	 ・・・	 2�3

65 製錬プロセス電力化としてのマイクロ波メタラジーの波及的効Ռ
	 	 立命館大　˓山末英嗣・光ࡈᠳ貴・柏倉俊介ɼ　中部大　ֽ村京一郎	 ・・・	 2�4

66	 鉄系触媒を用いたマイクロ波加熱によるHDPEからの水素発生メカニズムの解明
	 	 立命館大　˓岡本ѥඒ・山末英嗣・柏倉俊介・光ࡈᠳ貴ɼ　IHI　མ合源三・鈴木ܒ立	 ・・・	 2�5
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ଌɾ੍ܭ 学ɾシスςϜޚ
3月9日 会5（1߸ؗ2階 201ࣨڭ） 

ޚ੍
9�20-10�20 <&'　高木宏征 <J࠲

6� നੴه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 鉄鋼製品製造プロセスに関Θる生産性向上および自動化に関する研究・開発

	 +FE　˓ੴ田ڡ平
68	 連ଓர造二次冷٫におけるரย温度モデル予測制ޚ

	 	 日本製鉄　˓北田宏・ੴ井・٦久好・谷川৺平	 ・・・	 2�6
69	 ް板自動ൖૹクレーンのための上げຕ数制ٕޚज़開発

	 	 +FE　˓髙木༐輝・植দ健 ・ే१ਅࠫඒ・吉成有介	 ・・・	 2�7

シスςϜ
10�40-12�00 <　高優ཧ子 <日ຊమ࠲

�0 110प年ه೦ট講演（学ज़෦会ਪન）
	 	 鉄鋼分野におけるシステムズアプローチ　ー過去から現在、ͦしてະ来ー
	 	 ਆ戸大　˓ۄ置久

�1 Ωャストฤ成࠷ద化アルΰリズムの開発
	 	 日本製鉄　˓ڷޗ正俊・森田ز太郎・ཬݟ༎太ɼ　	
	 	 日鉄ιリューションズ　山本・稲田利 ・ُ島田一平	 ・・・	 2�8

�2	 ҟৗ断システムとドメイン知ࣝに基づくҟৗ原因推定ٕज़
	 	 +FE　˓原田洋平・দ下ণ࢙	 ・・・	 2��

�3	 Ի響断ٕज़の熱延設උへのద用
	 	 +FE　˓લ田文・দ下ণ࢙・久山修司	 ・・・	 21�

3月10日 会5（1߸ؗ2階 201ࣨڭ） 
ଌ1ܭ

9�00-10�40 <野雄介 <日ຊమࠓ　࠲
�4 നੴه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演

	 	 熱間圧延プロセスの計測ٕज़の開発
	 	 日本製鉄　˓伊ྑډ仁

�5	 ์射温度計を用いた鋼板酸化層ް測定の測定波長による測定Մ能ൣғにͭいて
	 	 ਆ鋼　˓野ߊ太・乾ণ・中ྑ太	 ・・・	 211

�6	 িܸ性波共ৼ法による高炉炉ఈଆนレンガް計測ٕज़
	 	 +FE　˓ࢢ川拓ਓ・山平尚࢙	 ・・・	 212

��	 コークス炉炭化室のॎُ྾検出とิ修
	 	 日本製鉄　˓ਿӜխਓ・福地弘・藤川ल樹・埜和樹・谷फ़Ѵ・中ਿ༞ݾ	 ・・・	 213

�8	 ަツイン投光ࠩ分ํ式と二ஈ֊ܽؕ定を用いた酸ચ鋼板表面検ࠪ装置
	 	 +FE　˓大野ߛ明・田৲大裕・夏木Ᏼ洋・髙田英紀・小দ原ষ・南ཬါ輝	 ・・・	 214

ଌ2ܭ
11�00-12�00 <ਆ߯> ڧ　Ѷ田࠲

�9	 造クランクシャフト検ٕࠪज़の開発
	 	 日本製鉄　˓伊ྑډ仁・伊լ修平	 ・・・	 215

80	 熱間Ӕ流探ইによる合部検ٕࠪज़の開発
	 	 +FE　˓柏原༔太・ᖒ༞司	 ・・・	 216

81 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 疲労ଛইモニタリングのためのAE৴߸の統計モデリング
	 	 東大　˓നོؠ行・H. Hu・ӿ 学	 ・・・	 217

82	 ߨܽ

22



ܗ࣭学
3月9日 会6（1߸ؗ2階 202ࣨڭ） 

ѹԆ
14�00-15�20 <ਆ߯> ࢤګ　લ田࠲

83 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 ബ鋼板の熱間圧延、冷間圧延の५に関する研究・開発

	 +FE　˓দ原行宏	 ・・・	 218
84 ඨ文ड講演

	 	 量子ドットを活用した冷間圧延時のロールバイト༉膜ްさ分布の測定
	 	 日本製鉄　˓ࢤ村ᚸ弘・Տ大 ・ี大௩貴之ɼ　京工繊大　山下輝ɼ　京大　平山๎子	 ・・・	 21�

85	 鋼板の冷間圧延におけるマイクロ઼性流体५5（圧延༉ケン化価の影響）
	 	 大同化学　˓村知ߊ・稲֞܇ɼ　小౾島研究室　小౾島明	 ・・・	 22�

86	 ホットストリップミル仕上圧延における板ウェッジの制ޚと設定（影響係数なͲ）
	 	 安部研究室　˓安部Մ治	 ・・・	 221

ઢ
15�35-16�35 <௨大ి> 　久保木࠲

8� 学ज़ޭड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 圧延現象の実験的解明と理化
	 	 阪大　˓宇都宮裕

88	 伸ઢ加工における超ࡉۃϫイϠの材料硬化挙動の解明（結晶઼性FEMを用いたマルチスケール	
	 	 解析へのల開）
	 	 関大　˓લ川尚輝・齋藤賢一	 ・・・	 222

89	 予考慮比及び転位密度テンιルを用いたؙのᎇΓ試験時の延性ഁյ予測
	 	 大同大　˓小森和	 ・・・	 223

3月10日 会6（1߸ؗ2階 202ࣨڭ） 
มܗ

13�00-14�20 <　柳ຊ५ <東大࠲
90 110प年ه೦ট講演（学ज़෦会ਪન）

	 	 金属板材の高精度材料モデリングに資する先進材料試験法
	 	 東京農工大　˓桑原利彦

91 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 ബ板材のマクロ઼性構成式の研究
	 	 岡山大　˓上森	 ・・・	 224

92	 動的࣠圧縮ՙ重をडける֯形状体の変形特性
	 	 長野高専　˓ؙ山樹・宮	 ・・・	 225

93	 Multi-scale correlation of damage dependence in N�812� nicLel-based alloZ Xith high niobium and
	 	 nitrogen contents
	 	 Univ. of Science and Tech. BeiKing　˓W. :ang・L. Wang	 ・・・	 226

23



ྉͷ織ͱಛੑࡐ
3月8日 会9（1߸ؗ2階 210ࣨڭ） 

水ૉ੬ੑ1
9�00-10�20 <ಓ <東北大ݩ　小山࠲

94	 超高張力TRIP型マルテンサイト鋼板のेࣈ引張強さに及ぼす水素の影響
	 	 長野高専　˓ۙ藤 ・ູ小ּ原俊平・木藤ւ ・ླྀ長坂明彦ɼ　東北学院大　北條智彦	 ・・・	 227

95	 超高強度TRIP型ベイニティックフェライト・マルテンサイト鋼板の温間V曲げおよび水素脆化特性
	 	 長野高専　˓小ּ原俊平・木藤ւ ・ླྀۙ 藤 ・ູ長坂明彦ɼ　東北学院大　北條智彦	 ・・・	 228

96	 水素脆性粒քഁյのCohesive zone modelシミュレーション
	 	 物材機構　˓柴田ᐁ伸・I. Gutierrez-Urrutia・中村晶子・ॾ永拓・岡田和า・原ప	 ・・・	 22�

9�	 Improving hZdrogen embrittlement resistance in high-strength martensitic steels via
	 	 thermomechanical processing
	 	 物材機構　˓འ小東・岡田和า・上࿏林太郎・柴田ڿ伸	 ・・・	 23�

水ૉ੬ੑ2
10�30-12�10 <ߏػࡐ> ৳ڿ　ࣲ田࠲

98 ೦ট講演هྭड講演ɾ110प年ڀݚ
	 	 水素ステーション用圧ثの研究開発
	 	 +FE　˓岡野拓࢙

99	 焼戻しマルテンサイト鋼の水素脆化特性に及ぼす予ͻͣみと低温熱処理の影響	
	 	 ʙ4曲げ試験でのഁյ形態とマルテンサイト組織の対応ʙ
	 	 +FE　˓ԕ藤一輝・দ原和輝・田࿏༐樹・༑ᖒํ成・吉田裕ඒ	 ・・・	 231

100	 焼戻しマルテンサイト鋼の水素脆化特性に及ぼす予ͻͣみと低温熱処理の影響
	 	 ʙランダム粒քを対象としたFeCH-MD計算での粒ք偏析炭素と粒ք強度の対応ʙ
	 	 +FE　˓দ原和輝・ԕ藤一輝ɼ　阪大　F. Meng・ඌํ成৴ɼ　+FE　田࿏༐樹・༑ᖒํ成	 ・・・	 232

101	 高圧水素ύイプライン向けUOE鋼の水素中におけるഁյ発生挙動
	 	 +FE　˓井上ོ一・原佳宏・泉大地・岡野拓࢙・本ོ洋	 ・・・	 233

102 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 ཅ電子ফ໓法による水素脆化焼戻しマルテンサイト鋼のഁ断面下のܽؕ
	 	 千༿大　˓藤࿘ᚸ紀・Ѩ部ൕՖɼ　産総研　ຬࣚ治ɼ　上智大　齋藤ܓ・高井健一	 ・・・	 234

3月8日 会10（1߸ؗ2階 220ࣨڭ） 
加ॲཧ

9�00-10�20 <大> 一ݩ　ॏཬ࠲
103 110प年ه೦ট講演（学ज़෦会ਪન）
	 	 鋼の結晶粒超ඍࡉ化のための加工熱処理
	 	 京大　˓௰伸ହ

104 ௨電過熱と高प波加熱の併用による加工熱処理シミュレーター用試験ยの均熱化
	 	 物材機構　˓本ڮ功会・ࠇ田ल治ɼ　ฌݝݿ立大　ௗ௩࢙郎・伊東ಞࢤ	 ・・・	 235

105	 C, Mn添加がシャフトの焼ೖれ曲がΓ変形に及ぼす影響
	 	 日本製鉄　˓木村༐太・ക原ਸल・鈴木ਸ久・根ੴ๛ɼ　阪大　岡村一உ	 ・・・	 236

106	 ジャイロ研ຏによΓ鋼材表面に発ୡする組織とཹ応力
	 	 金大　˓古լ紀光・ڮ本洋平	 ・・・	 237

時ޮɾੳग़
10�40-12�00 <大໊> 　森谷智一࠲

10� ӽ文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 相ք面析出組織を有するTi,Mo添加低炭素鋼の引張変形挙動

	 東北大　˓古原・ࢴ川尚也・Ѩ部𠮷剛ɼ　+FE　ધ川ٛ正ɼ　東北大　宮本ޗ郎	 ・・・	 238
108	 フェライト鋼の低温時効における鉄炭化物析出に及ぼす固溶Tiの影響
	 	 日本製鉄　˓小林由ى子・高ڮ३ɼ　日鉄テクノロジー　川上和ਓ	 ・・・	 23�

109 高炭素鋼におけるಔ硫化物の析出挙動
	 	 ブリξストン　˓℄一敬ɼ　科学大　小林能	 ・・・	 24�

110 Fe-CύーライトへのAl添加の影響
	 	 東北大　˓吉田फ़・上島伸文・及川勝成	 ・・・	 241

24



3月8日 会11（1߸ؗ2階 240ࣨڭ） 
ͷϞσϦンάɾシϛϡϨーションݱ

9�00-10�40 <ໜ一 <ౡࠜ大ށ　森࠲
111 ઙ田ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 フェーズフィールド法と鉄鋼材料学
	 	 名大　˓小山හ幸

112 学ज़ޭड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 鉄鋼材料研究のデジタル化：鉄鋼材料の気ͪ࣋を理解するͻとͭのツールとして

	 名大　˓立吉ོ
113 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 深層学習と第一原理計算による鉄-炭素系の高精度原子間ϙテンシャルの開発
	 	 阪大　˓ཱུྷ܅	 ・・・	 242

114	 Estimation of plastic properties of GAN-generated 3D microstructures in dual-phase steels
	 	 名大　˓ୡ徳・ਿӜ࠸ܓɼ　愛知工大　小川ొࢤஉɼ　名大　立吉ོɼ　物材機構　ᬑҭເ	 ・・・	 243

115	 オーステナイトҟৗ粒成長に関するセルラーオートマトンシミュレーション：	
	 	 析出物のオストϫルド成長の影響
	 	 大同　˓村田ݑ治ɼ　名大　ୡ徳・ଙඈ・立吉ོ	 ・・・	 244

3月9日 会�（1߸ؗ2階 203ࣨڭ） 
߯ɾ߹金1

10�15-11�35 <৴জ <東北大ށؔ　࠲
116	 Grade �1系鋼のクリープഁ断ण命に及ぼす平成23年東北地ํ太平洋ԭ地の影響
	 	 物材機構　˓木村一弘・ᖒ田浩太	 ・・・	 245

11�	 熱鋼のクリープ特性に及ぼす応力変動およびఀ電の影響
	 	 物材機構　˓ᖒ田浩太・谷内ହࢤ・関戸܆子・野島健大・ി山༑ɼ　物材機構　木村一弘	 ・・・	 246

118	 Gr.�1鋼のクリープഁ断延性に及ぼすෆ純物の影響
	 	 IHI　˓ࠤ藤雄大・久布നܓ司・塩田佳紀・木村ھ弘ɼ　九大　光原ণणɼ　	
	 	 物材機構　ᖒ田浩太・木村一弘	 ・・・	 247

119	 �Cr鋼と18Cr鋼の水ৠ気酸化に及ぼす圧力の影響
	 	 物材機構　˓戸田佳明・小ി仁ಸ・ཥ߳འ・出村խ彦	 ・・・	 248

߯ɾ߹金2
13�30-14�50 <　生প駿 <東ࣳΤωϧΪーシスςϜζ࠲

120 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 Ni–Cr二元系モデル合金におけるα-Cr相の粒ք析出挙動に及ぼす粒ք性格の影響
	 	 科学大　˓永島涼太・中田伸生	 ・・・	 24�

121	 と力学特性ޚ機用Ti-48Al-2Cr-2Nb合金の組織制ۭߤ
	 	 新ډ高専 　˓ᙛ光ཅ・田中大介	 ・・・	 25�

122 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 Fe-Al-Ni系熱合金の高温強度に及ぼすTi, V共添加の影響
	 	 阪大　˓安田弘行・᪅研・લ川ਅ࠸	 ・・・	 251

123 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 粒ք被෴によるフェライト系熱合金の高温強度向上
	 	 阪大　˓᪅研・߃川開・大࿊ ・ۭ安田弘行	 ・・・	 252

3月9日 会8（1߸ؗ2階 204ࣨڭ） 
表໘ॲཧɾ৯

10�10-11�30 <&'　水野大ี <J࠲
124	 �.2C-�.5Si鋼の焼ಷ工程におけるCの表面偏析挙動
	 	 日本製鉄　˓ت連川ਓ・光延࠸	 ・・・	 253

125	 アーク溶Ϗード部の৯メカニズム
	 	 日本製鉄　˓֯ඒಸߐ・দ༿正・上野 ・৾高ڮ	 ・・・	 254

126	 製銑ダスト下における炭素鋼の৯挙動評価
	 	 +FE　˓面田ਅߥ・川৴司・森本ඒಸ子・大௩ਅ司	 ・・・	 255

12�	 モルタル中におけるѥԖめっき鋼板の৯挙動
	 	 日本製鉄　˓ย山将ر・田ٛ勝ɼ　科学大　多田英司	 ・・・	 256

25



3月9日 会12（"7౩2階 263ࢹௌ֮ࣨڭ） 
スςンϨス߯

10�20-11�40 <　小柳ఓ <大ಉ࠲
128	 二相ステンレス鋼の引張変形挙動に及ぼすオーステナイト相の量と形態の影響
	 	 日鉄ステンレス　˓平川樹・ᖛ田純一・稲田拓࠸	 ・・・	 257

129	 オーステナイト系ステンレス鋼における߱෬挙動への窒素添加の影響
	 	 九大　˓Ӌ仁健 ・ొ重ཬ元一・土山聡宏ɼ　日本製鉄　લ田拓也・中村修一	 ・・・	 258

130 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 クロムඍ粒子を用いたピーニングによるオーステナイト系ステンレス鋼SUS316Lの機能性向上
	 	 京工繊大　˓末ᠳޗ・森田ୢ郎	 ・・・	 25�

131	 ステンレス鋼用水溶性ベルト研༉の開発2
	 	 出光ڵ産　˓谷野ॱ英・ੴ田྄太ɼ　出光ルブテクノ　津田߁宏ɼ　	
	 	 +FE　ਿ中智洋・稲֞ҭ ・྄三Ӝ࠼子	 ・・・	 26�

3月10日 会8（1߸ؗ2階 204ࣨڭ） 
相มଶɾ織੍ޚ

9�00-10�40 <　中田৳生 <Պ学大࠲
132 ೦ট講演هྭड講演ɾ110प年ڀݚ
	 	 ͦの中性子回ં法によるຎࡲ፩合した高合金鋼の相安定性と変形挙動解析
	 	 阪大　˓山下ڗ介

133	 Fe-C-MnおよびFe-C-Ni合金の脱炭時のフェライト成長ք面におけるエネルギー散ҳ
	 	 東北大　˓ࠤ藤ۜԻ・張ჾᐢɼ　ਆ鋼　名古ल徳ɼ　東北大　宮本ޗ郎・古原	 ・・・	 261

134	 高温窒化及び時効による低炭素低合金鋼の外部窒化組織形成
	 	 東北大　˓久保・ँ ۄ ・ྣ宮本ޗ郎・古原	 ・・・	 262

135	 純鉄の窒化によΓ生成するFe-N二元系オーステナイト組織
	 	 九大　˓増村拓朗・Տ原߁仁・土山聡宏ɼ　ஜ波大　古谷野有	 ・・・	 263

136	 Fe-N二元系オーステナイトにおける変形組織のඍࡉ構造解析
	 	 九大　˓Տ原߁仁・増村拓朗・土山聡宏ɼ　ஜ波大　古谷野有	 ・・・	 264

มଶࢄɾແ֦ࢄ֦
10�50-12�10 <　ுჾᐢ <東北大࠲

13�	 マルテンサイト変態の動力学に関する性からの考
	 	 科学大　˓中田伸生ɼ　日本精工　田村一輝	 ・・・	 265

138	 中Mnマルテンサイト鋼に生成するٯ変態オーステナイトの結晶ํ位分布に及ぼすલ冷間圧延の影響
	 	 九大　˓川原弘太郎・土山聡宏・増村拓朗	 ・・・	 266

139	 13Cr-�.2%C鋼のγからα�Cr 炭化物への変態挙動
	 	 日鉄ステンレス　˓ߔ口太一朗ɼ　東北大　宮本ޗ郎	 ・・・	 267

140 ナノベイナイト/マルテンサイト高炭素鋼における強度および延性の向上
	 	 東大　˓ཱུࢥԸ・南部ሡ一	 ・・・	 268

݁থཻքɾཻքภੳ
13�30-14�50 <大> 　૿村朗࠲

141 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 ナノ結晶鉄におけるホウ素の拡散
	 	 滋լݝ立大　˓村ཾ介・山田ඒ紀ɼ　産総研　ઙ野ߞ太ɼ　阪大産研　鈴木健之	 ・・・	 26�

142	 フェライトにおけるSnの粒ք偏析におよぼすC添加の影響
	 	 東北大　˓宮本ޗ郎・吉田太・張ჾᐢ・金智܄・古原	 ・・・	 27�

143	 原子構造のトϙロジー解析に基づくフェライト粒քにおける炭素偏析挙動
	 	 東北大　˓張ჾᐢ・జഢ߽ɼ　島根大　ӿ木勝徳ɼ　物材機構　ᩄ田ਅਓɼ　	
	 	 東北大　宮本ޗ郎・古原	 ・・・	 271

144	 ESRにおける凝固લ面֯度を考慮したٯV偏析の生成予測
	 	 日鋼　˓福元ᚠ介・鈴木茂・ඦ井ٛ和・久保ਅ	 ・・・	 272
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3月10日 会9（1߸ؗ2階 210ࣨڭ） 
水ૉ੬ੑ3

8�50-10�10 <&'　松原和輝 <J࠲
145	 鉄刃状転位ਊの水素トラップエネルギーの第一原理計算
	 	 +AEA　˓山口正剛・ւ原健一・板倉ॆ洋	 ・・・	 273

146	 ͻͣみ誘ۭى孔を含む純鉄の水素ঢ温脱離スϖクトルの改ྑモデルによる再現
	 	 +AEA　˓ւ原健一・山口正剛・板倉ॆ洋	 ・・・	 274

14�	 水素脆化ഁյのજ෬ظにおける純鉄と純ニッケル中の転位積挙動の比較
	 	 上智大　˓齋藤ܓ・高井健一	 ・・・	 275

148	 Ͷ用オーステナイト系ステンレス鋼ઢの水素脆化ײड性へ及ぼす伸ઢ加工および低温焼ಷの影響
	 	 上智大　˓奥野一樹・高井健一・根本幸輝ɼ　鈴木ॅ電ステンレス　森田浩嗣・ੴ原ণ樹	 ・・・	 276

水ૉ੬ੑ4
10�30-11�50 <　Տ <ਆ߯࠲

149 ඨ文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 Mo添加鋼におけるMo炭化物の水素トラップ
	 	 日本製鉄　˓谷口俊介・ُ 谷ඒඦ合・小林由ى子・伊藤一ਅ・山ਅޗ	 ・・・	 277

150	 伸ઢύーライト鋼の水素トラップサイトの؍
	 	 日本製鉄　˓高ڮ३ɼ　日鉄テクノ　川上和ਓ	 ・・・	 278

151	 水素プラズマࠪ電子ݦඍڸを用いた水素下ඍ小引張試験によるύーライト鋼ઢの水素脆化評価
	 	 日本製鉄　˓দ宏太・千༿ོ弘・千田పࢤ・大村๎彦ɼ　高知工科大　ീ田ষ光	 ・・・	 27�

152	 マルテンサイト鋼の平ߧ水素量に及ぼす固溶Si,Cr,Moの影響
	 	 上智大　˓野村ྑ太・高井健一ɼ　日本製鉄　大村๎彦	 ・・・	 28�

水ૉ੬ੑ5
12�50-14�30 <　高井݈一 <্智大࠲

153 ೦ট講演هྭड講演ɾ110प年ڀݚ
	 	 水素によるFe-Cr-Niオーステナイト鋼の力学特性向上効Ռ：現象とજ在機構
	 	 物材機構　˓小川༞平ɼ　九大　髙桑脩・森山५一朗ɼ　ஜ波大　田会رɼ　	
	 	 物材機構　津݉জ・柴田ᐁ伸

154	 水素ʗ炭素を添加したFe-Cr-Niオーステナイト鋼における固溶強化と転位ӡ動の熱活性化挙動
	 	 ஜ波大　˓田会رɼ　物材機構　小川༞平・柴田ᐁ伸	 ・・・	 281

155	 Ni基超合金718の੩的ʗ動的水素助長き྾進ల
	 	 九大　˓高桑脩ɼ　物材機構　小川༞平	 ・・・	 282

156	 Fe-Cr-Ni合金の水素固溶特性に対する合金成分の影響: Cr, Ni原子による水素溶解エネルギーݮগ効Ռの	
	 	 源に関する第一原理計算ى
	 	 九大　˓森山५一朗ɼ　+AEA　山口正剛ɼ　九大　髙桑脩	 ・・・	 283

15�	 StudZ of the inquence hZdrogen on the slip behavior in austenitic steels bZ
	 	 advanced electron microscopZ techniques
	 	 NIMS　˓I. Gutierrez-Urrutia・:. OgaXa・A. Shibata	 ・・・	 284

水ૉ੬ੑ6
14�40-16�00 <　松宏太 <日ຊమ࠲

158	 SUS316Lの低温水素環境中における引張特性
	 	 東京ւ洋大　˓田・田元জɼ　物材機構　寺田൏ ・ే和田健太郎・内野ོࢤ・小野Յଇ	 ・・・	 285

159	 Fe-36Xt%Ni合金の低温引張特性におよぼす水素の影響
	 	 日本金　˓લ田大樹・ᰃ高ɼ　物材機構　小野Յଇ・和田健太郎・小দ幸	 ・・・	 286

160 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 �.3mm中ۭബ高圧水素引張試験による超ඍࡉ組織SUS316L鋼の低温水素脆性評価
	 	 ฌݝݿ立大　˓ௗ௩࢙郎・伊東ಞࢤɼ　小দ精機工作ॴ　小দོ࢙ɼ　	
	 	 ฌݝݿ立大　ڵ津྄太・水野太ହ・Ԃ田ւᠳ	 ・・・	 287

161 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 �.3mmബ中ۭ高圧水素低温引張試験法を用いた強冷間加工されたۃ低炭素鋼の水素脆性評価
	 	 ฌݝݿ立大　˓伊東ಞࢤ・ௗ௩࢙郎ɼ　大阪精工　ؠ本ਅ一ɼ　小দ精機工作ॴ　小দོ࢙	 ・・・	 288
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3月10日 会10（1߸ؗ2階 220ࣨڭ） 
ർ࿑

10�00-11�40 <ಓ <東北大ݩ　小山࠲
162 文ྭड講演ɾమ߯ڀݚৼڵॿडڅ ɾऀ110प年ه೦ট講演
	 	 Fe-3 mass%Si合金の疲労に伴うセル組織発ୡとき྾発生
	 	 セイコーフューチャークリエーション　˓中野ོɼ　科学大　藤ډ俊之	 ・・・	 28�

163 ೦ট講演هྭड講演ɾ110प年ڀݚ
	 	 ͻͣみに基づく疲労評価手法の開発
	 	 日本製鉄　˓ถᖒོ行

164	 �.4%Cマルテンサイト鋼の疲労特性に及ぼすඍࢹ組織の影響
	 	 東大　˓ᤵ谷竜士・ౘՅ強・ཱུ 	Ը・南部将一ࢥ ・・・	 2��

165	 Evaluation of fatigue cracL initiation and propagation in martensitic steel Xith �.4%C subKected to
	 	 di⒎erent heat treatments
	 	 The Univ. of ToLZo　˓+. Dang・R. :abutani・S. Liu・S. Nambu	 ・・・	 2�1

166	 Fe-36Xt%Ni合金の2�,における高サイクル疲労特性
	 	 日本金　˓લ田大樹・ᰃ高ɼ　物材機構　小野Յଇ・和田健太郎・小দ幸	 ・・・	 2�2

ਟੑ
13�00-14�20 <秀徳 <ਆ߯ݹ໊　࠲

16�	 中間熱処理を施した焼ೖれ-焼戻し�%Ni鋼の低温ਟ性に及ぼすཹオーステナイト相の影響
	 	 ԣࠃ大　˓ਅڮۄ力也・കᖒ修ɼ　物材機構　小野Յଇ・小দ幸	 ・・・	 2�3

168	 低合金鋼の焼戻しマルテンサイト鋼の低温ᯰ性に及ぼすγ粒径の影響
	 	 日本製鉄　˓小川ͻΖ・川也・ฌ಄克හ	 ・・・	 2�4

169	 溶熱影響部のਟ性に及ぼす島状マルテンサイトの機械的特性の影響
	 	 +FE　˓奥谷将ਉ・寺ᖒ༞介・大௶浩文	 ・・・	 2�5

1�0	 Resistance spot XeldabilitZ of hot-press forming steels
	 	 POSCO　˓D. Han	 ・・・	 2�6

3月10日 会11（1߸ؗ2階 240ࣨڭ） 
ಛੑ1ܗಛੑɾมڧ

9�00-10�20 <ߏػࡐ　্࿏林太郎 <࠲
1�1 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 高合金鋼の高性能化に関する研究開発
	 	 山特　˓中間一夫	 ・・・	 2�7

1�2 澤村文ड講演
	 	 準安定γ系TRIP鋼とフェライト鋼のリューダースલઢ部の変形状態
	 	 阪大　˓ؙ山紀・山本三幸ɼ　日本製鉄　田ാ進一郎	 ・・・	 2�8

1�3	 Ni–Cr合金の粒քにおける઼性変形挙動のマクロスケールͦの؍
	 	 科学大　˓部結太・中田伸生・永島涼太	 ・・・	 2��

1�4	 冷間圧延されたFe-Ni-C鋼における特ҟな引張変形挙動のͦの์射光9ઢ解析
	 	 京大　˓原田輝・高ࢩ・௰伸ହ	 ・・・	 3��

ಛੑ2ܗಛੑɾมڧ
10�40-12�00 <光 <金沢大لլݹ　࠲

1�5 澤村文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 の焼ಷが施されたIF鋼の永久強度評価ޙ大ͻͣみ加工とͦのڊ

	 法大　˓小泉ོ行ɼ　山形大　髙ڮ知ࠇ・ݾ田ॆ紀	 ・・・	 3�1
1�6 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 変態誘઼ى性型ベイナイト鋼のマイクロ引張挙動
	 	 ็・本大　˓ֲ光植・ᚸ山剛۽ 洋二・高島和ر	 ・・・	 3�2

1��	 ύーライト鋼୯結晶マイクロピラーの圧縮変形挙動
	 	 京大　˓岸田ګ ・ี伊ਆܓ༞・森࡚ກ・乾行	 ・・・	 3�3

1�8	 オースフォームを利用したύーライトノジュールのඍࡉ化
	 	 NIMS　˓上࿏林太郎・柴田ᐁ伸・ߐ村聡・岡田和า	 ・・・	 3�4
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ಛੑ3ܗಛੑɾมڧ
13�00-14�20 <　南෦将一 <東大࠲

1�9 澤村文ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 マルテンサイト鋼における炭素による固溶硬化の定量解析
	 	 東大　˓Ӝ中平ɼ　山特　平嶋一ɼ　九大　増村拓朗・土山聡宏・植森ཾ治ɼ　	
	 	 日本製鉄　ന഼浩幸	 ・・・	 3�5

180	 予ͻͣみを付༩した18%Niマルテンサイト鋼のෆ均一変形挙動
	 	 九大　˓山田า・増村拓郎・土山聡宏ɼ　日本製鉄　下田ֆཬ子	 ・・・	 3�6

181	 低炭素マルテンサイト鋼の3曲げ表面部の変形に及ぼす焼戻し影響
	 	 阪大　˓ؙ山紀ɼ　日本製鉄　本多由明・田ാ進一郎・ถ村繁・田中智仁	 ・・・	 3�7

182	 マルテンサイト鋼における冷٫過程でのෆ均一組織の形成に及ぼすSiの影響
	 	 +FE　˓吉岡ਅ平・中֞内ୡ也・দ田ࢤ	 ・・・	 3�8

3月10日 会12（"7౩2階 263ࢹௌ֮ࣨڭ） 
ి࣓߯൘

9�00-10�00 <&'J> ޱ　山࠲
183 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 動モータ用ແํ向性電磁鋼板の開発ۦ
	 	 日本製鉄　˓田中一郎	 ・・・	 3��

184	 3ˋ Si-Fe\11�^���1�粗大結晶の圧延・再結晶ू合組織におよぼす鋼中炭素の影響
	 	 +FE　˓新֞之ܒ・髙島 ・ູ早川߁之ɼ　߳川大　田中߁弘	 ・・・	 31�

185	 3%Si鋼の冷延ޙ加工粒内分布におよぼす冷延圧下率の影響
	 	 +FE　˓ࠓ村ɼ　宇大　高山ળڡ	 ・・・	 311

থɾ集߹織݁࠶
10�20-11�40 <&'　髙ॏ宏 <J࠲

186	 ͻͣみ誘ى粒քҠ動における粒内積ͻͣみとM値の関係
	 	 日本製鉄　˓ࠇ坂ོ太・ਿӜ夏子・村上健一	 ・・・	 312

18�	 Fe-3�Ni鋼における炭化ニオブ析出物の成長モデル化とҟৗ粒成長の予測
	 	 東北大　˓މ成・及川勝成・上島伸文	 ・・・	 313

188	 9ઢࠪ型結晶ํ位ラミノグラフィ法による粒成長のඇഁյ؍
	 	 理研　˓林雄二郎・+. ,im	 ・・・	 314

189 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 レーザ粉末床溶融結合を用いたSUS316Lステンレス鋼の結晶ू合組織とඍࡉ組織の制ޚ
	 	 阪大　˓小ྑ ・ี中野貴由	 ・・・	 315
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ධՁɾੳɾղੳ
3月9日 会13（1߸ؗ2階 209ࣨڭ） 

ੳࡏૉੳ�ੳग़ɺ介ݩ
9�00-10�00 <　ੁ野૱ <日ຊమ࠲

190 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 鉄鋼分析のਝ化ならびに鉄鋼製品の特性向上ཁ因解明に関Θるٕज़開発
	 	 +FE　˓ੴ田智治	 ・・・	 316

191	 アルΰンガス融解-高分解能質量分析法による鋼材中窒素定量法の開発
	 	 日本製鉄　˓藤部߁弘	 ・・・	 317

192	 9ઢ小֯散ཚ法を用いたͶ鋼におけるε炭化物の形態解析
	 	 日発　˓۽井慎太郎・高ܒڮ太・小প功༎ɼ　北大　大প正ਓ・田村涼太	 ・・・	 318

݁থߏղੳ
10�15-11�35 <弘 <日ຊమ߁　藤෦࠲

193 110प年ه೦ট講演（学ज़෦会ਪન）
	 	 中性子計測の鉄鋼研究への活用
	 	 茨城大　˓༑田ཅ

194 高純度鉄の作製プロセスと֤छ特性の多面的評価
	 	 東北大　˓鈴木茂・ଧӽխ仁	 ・・・	 31�

195	 ステンレス鋼のͶじΓ変形中の9ઢ転位密度解析
	 	 日本製鉄　˓ੁ野聡・ถ村光治・吉ॅา樹・大Ӝ夏実ɼ　日鉄テクノ　山口樹ɼ　	
	 	 高輝度光科学研究センター　๛川ल܇	 ・・・	 32�

196	 Fe-Co基合金板材におけるཹ応力とミクロ組織との関連性の評価
	 	 東北大　˓鈴木茂・千༿խ樹・୮野健徳ɼ　東北特घ鋼　ੴ֞๕夫・古ହีɼ　	
	 	 茨城大　ࠤ藤成உ	 ・・・	 321
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日ຊమ߯ڠ会ɾ日ຊ金ଐ学会ڞಉセッション
3月9日 会10（1߸ؗ2階 220ࣨڭ） 

νタンɾνタン߹金1
10�30-11�50 <　ສ谷ٛ和 <ླࣛ高ઐ࠲

J1	 Vフリー高強度チタン合金の開発
	 	 日本製鉄　˓ᅳࢬ知徳・ੴࠇ雄也・小池ྑ樹	 ・・・	 322

J2	 Solid-solution and precipitation strengthening e⒎ects on Ti75-9Al15Nb1�Zr9 alloZs
	 	 Univ. of ToLZo　˓,. ,im・S. Matsunaga・:. :amabe-Mitarai	 ・・・	 323

J3	 	α�α’
dupleY組織をఄすTi-6Al-4V合金の室温઼性と\13-41^晶
	 	 ߳川大	院生
　˓川東鈴佳ɼ　߳川大創造工　দ本洋明	 ・・・	 324

J4	 多༷な組織をఄすTi-6Al-2Sn-4Zr-2Mo-Si合金の઼性特性：機械学習をԉ用した組織の影響因子の定量化
	 	 ߳川大　˓দ本洋明ɼ　߳川大	院
　S. Irvin	 ・・・	 325

νタンɾνタン߹金2
14�00-15�20 <徳 <日ຊమࢬ　ᅳ࠲

J5	 Ќ型チタン合金Ti-YMoの高サイクル疲労特性
	 	 物材機構　˓吉中ᇈ貴・ߐ村聡	 ・・・	 326

J6	 Ti-18Nb-YAl合金の熱張挙動に及ぼすAl添加量の影響
	 	 鈴鹿高専　˓ສ谷ٛ和・௰ඒۭɼ　岡山大　竹元Յ利	 ・・・	 327

J�	 Ti–Sn合金のマルテンサイト変態温度に及ぼすSn濃度の影響
	 	 	工藤雄嗣・水本将之・࢙手大　˓戸部裕ؠ ・・・	 328

J8 山ه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 準安定Ќ型チタン合金におけるマルテンサイト型変ௐ構造と力学機能の関係
	 	 科学大　˓田原正樹	 ・・・	 32�

νタンɾνタン߹金3
15�30-16�50 <ߏػࡐ村૱ <ߐ　࠲

J9 നੴه೦ड講演ɾ110प年ه೦ট講演
	 	 ॴ加熱固相合の新原理に関する研究ہۃ
	 	 阪大　˓੨木宏

J10	 Ti合金におけるЌ相中のZrおよびHfの相ޓ拡散係数の測定
	 	 新ډ高専　˓ᙛ光ཅ・大下明子・髙ڮ知司	 ・・・	 33�

J11	 Ti-Zr炉冷材における組成変ௐ組織の形成機構ௐࠪ
	 	 	本大MRC　木口賢紀۽　本大　永井久ɼ۽　本大MRC　˓നੴ貴久ɼ۽ ・・・	 331

J12	 TiおよびZr合金のα→Ќ→α܁Γฦし変態にԙけるू合組織変化とͦの機構:	
	 	 Double Burgers Orientation Relation
	 	 茨城大　˓田俊郎ɼ　電機大　小؏༞介ɼ　ロスアラモスࠃ立研　S. Vogel・D. Savageɼ　	
	 	 チョークリバー　A. FuruLeɼ　茨城大　ࠤ藤成உ	 ・・・	 332

3月9日 金ଐ学会 &会（11߸ؗ2階 206ࣨڭ） 
高Թ༹༥ମͷཧԽ学తੑ࣭1

10�30-11�40 <大> 高ܟ　ᴡ藤࠲
J13 日ຊ金ଐ学会 谷川ɾϋϦスड講演
	 	 レアメタルの製錬・リサイクルに関する研究
	 	 東大　˓岡部ప	 ・・・	 333

J14	 ガスジェットු༡を用いたHZpercooling limitによるFe-Ni合金の融解熱測定
	 	 同ࣾࢤ大　˓Տ本װ太・ޙ藤ୖ也・小ിल和	 ・・・	 334

J15	 3ํ向ノズルを用いたガスジェットු༡法による高精度密度測定手法の開発
	 	 千༿工大	院生
　˓加藤ɼ　千༿工大　ਗ਼宮༏作ɼ　東京都ࢢ大　നௗ英ɼ　	
	 	 同ࣾࢤ大　小ിल和ɼ　山ݝ立大　ਿ岡健一ɼ　+A9A　ੴ川ؽ彦	 ・・・	 335
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高Թ༹༥ମͷཧԽ学తੑ࣭2
14�00-15�00 <大Ӝࣳ> ܙ　ԕ藤ཧ࠲

J16	 ੩磁ҹ加電磁ු༡法を用いた溶融Ni-Ti合金の熱物性測定
	 	 京大　˓ᬒ学ɼ　東北大　安ୡ正๕・福山博之	 ・・・	 336

J1�	 電磁ු༡炉によΓ測定した溶融ジルカロイの表面張力
	 	 千༿工大　˓ਗ਼宮༏作・鈴木岳大・ඒඌา・小ᖒ俊平	 ・・・	 337

J18	 E⒎ect of adding rare-earth oYides on the solubilitZ of MoO3 in silicate melts
	 	 東北大　˓黄ڤ・助永壮平・田公ଇ・柴田浩幸	 ・・・	 338

高Թ༹༥ମͷཧԽ学తੑ࣭3
15�15-16�15 <大　小澤ढ़ฏ <ઍ༿࠲

J19	 電気インピーダンストモグラフィ法による溶融酸化物中の固相晶出Մࢹ化
	 	 九大　˓小川ਅਓ・墨田岳大・中島邦彦・齊藤敬高ɼ　千༿大　川ᰜ・ډণ宏	 ・・・	 33�

J20 మ߯ڀݚৼڵॿडऀڅ
	 	 カルシウムフェライトの凝固組織に及ぼす冷٫度およびアルミニウム添加の影響
	 	 東北大　˓ௗໟᠳ太・柴田浩幸・助永壮平・田公ଇ	 ・・・	 34�

J21	 पظ加熱冷٫下におけるモールドフラックスの結晶化挙動؍
	 	 九大　˓木村ྣ太郎・中島邦彦・齊藤敬高・墨田岳大	 ・・・	 341
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シ ン ポ ジ ウ ム  
 

 

 

 

 

 

 

高温プロセス 
 

3 月 9 日(日) 会場 2 (１号館 1 階 １０５教室) 

鋳造凝固における欠陥のマルチスケール解析研究会 最終報告会 

「凝固現象のマルチスケール解析」 
〔シンポジウム資料：なし、参加費：無料〕 

 

13:00-13:05  開会挨拶 及川勝成（東北大） 

13:05-13:25  サクシノニトリル系溶液を用いた凝固過程のその場観察による冷却速度の影響 

川西咲子（京大）、塚原優希（東北大）、中尾温斗（京大）、柴田浩幸（東北大） 

13:25-13:45  塩化アンモニウム水溶液を用いた佐藤鋳型内の凝固組織 宮原広郁（九大） 

14:25-14:45  磁場印加による固液混相内液相の流動抑制 岩井一彦（北大） 

14:45-15:05  マクロ偏析予測に向けた時間分解その場観察の流動および変形への応用 

鳴海大翔・勝部凉司・安田秀幸（京大） 

15:05-15:25  Fe-Mn-C, Fe-Si-C, Fe-P-C 系状態図の熱力学的解析 及川勝成（東北大） 

15:35-15:55  急速凝固における solute trapping の分子動力学計算 大野宗一・小西渓太（北大） 

15:55-16:15  大規模粗視化分子動力学シミュレーションによる凝固解析 澁田 靖（東大） 

16:15-16:35  セルオートマトン法および格子ボルツマン法を用いたミクロ・マクロ偏析予測の数値モデル開発 

棗 千修・金子紘汰（秋田大） 

16:35-16:55  Multi-phase-field 格子ボルツマン法による固液共存変形のモデリングとシミュレーション 

山中波人・坂根慎治・高木知弘（京工繊大） 

16:55-17:00  閉会挨拶 

 

 

 

サステナブルシステム 
 

3 月 8 日(土) 会場 4 (1 号館 1 階 109 教室) 

「鉄鋼資源循環に資する鉄鋼スクラップリサイクルの最前線」 
〔シンポジウム資料：なし、参加費：無料〕 

 

10:00-10:05  開会の挨拶  

「鉄鋼資源循環に資する鉄鋼スクラップリサイクルの最前線」フォーラム座長 柏倉俊介（立命館大） 

座長: 山末英嗣（立命館大） 

10:05-10:25  鉄鋼資源循環に向けた画像認識 AI の適用可能性 田島圭二郎（EVERSTEEL） 

10:25-10:45  島嶼県における鉄スクラップの資源循環 名波和幸（拓南製鉄） 

10:45-11:05  鉄鋼材製造が誘発する CO2 排出量にスクラップ品種数が与える影響の評価 武山健太郎（東大） 

11:05-11:25  鉄鋼循環に関する再資源化の高度化に資するソーティング技術 柏倉俊介（立命館大） 

11:25-11:50  総合討論 

 

 

 

 

 

 

◆◇◆ シンポジウムのみご参加の方へ◆◇◆ 

シンポジウムのみに参加する場合は、講演大会当日、大会受付（1号館1階104教室）にてお申込みください。 

(詳細は、4ページ参照)。 
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3 月 10 日(月)  会場 4 (1 号館 1 階 109 教室) 

「鉄鋼の高機能化・高耐食化を目指したグリーン表面処理技術の開発Ⅱ」 
〔シンポジウム資料：あり、参加費：無料〕 

 

09:00-09:05  開会の挨拶 

「鉄鋼の高機能化・高耐食化を目指したグリーン表面処理技術の開発」フォーラム座長 多田英司（科学大） 

座長： 多田英司（科学大） 

09:05-09:35  【基調講演】表面処理薄鋼板の開発変遷 ～防錆性能から多機能化へ～ 水野大輔（JFE） 

09:35-09:55  3D インピーダンス法による接着剤被覆 Al 合⾦の溶解進展挙動の評価 星 芳直・倉本佑吏（名工大） 

09:55-10:15  陽極酸化を用いた着色亜鉛表面の創成 土井康太郎・上田佳奈・廣本祥子（NIMS） 

10:15-10:35  亜鉛メッキ鋼板の腐食生成物の構造と防食性に及ぼすカチオンの影響 

土谷博昭・岩崎 陽・和氣家翔太（阪大） 

山下正人（阪大・京都マテリアルズ）、藤本慎司（阪大・鈴鹿高専） 

座長： 土井康太郎（NIMS） 

10:50-11:20  【基調講演】コンクリート中のめっき鋼材の耐食性と鋼材腐食に関する性能照査方法 

審良善和（鹿児島大）、菊川美仁（日本溶融亜鉛鍍金協会） 

11:20-11:40  電気化学インピーダンス法を用いた土壌中における炭素鋼の腐食モニタリング 大井 梓・多田英司（科学大） 

11:40-12:00  亜鉛の化成処理による防食性の電気化学的評価 

Maralmaa Byambaa・小鯖 匠・大井 梓・多田英司（科学大） 

 

 

 

創形創質工学 
 

3 月 10 日(月) 会場７ (1 号館 2 階 203 教室) 

研究会最終報告会 

「材料組織の数値化と特性予測」 
創形創質工学部会粉粒体フォーラムおよび「AM 材の構造因子の数値化と破壊強度」研究会共催 

〔シンポジウム資料：あり、参加費：無料〕 

 

08:50-09:00  趣旨説明 尾﨑由紀子（九大） 

09:00-09:30  粉末から始まる AM 新材料開発 野村直之（東北大） 

09:30-10:00  パーシステントホモロジーによる形のデータサイエンス 大林一平（岡山大） 

10:00-10:30  X 線 CT による Ti-AM 材の 3D 欠陥の可視化・数値化技術の確立 尾﨑由紀子（九大） 

10:30-11:00  in-situ X 線 CT による Ti-AM 材の延性破壊機構の解析 重田雄二（九大） 

11:00-11:30  in-situ EBSD 観察による Ti-AM 材延性破壊における組織変化解析 刈屋翔太（阪大） 

11:30-12:00  パーシステントホモロジーによる磁区構造の数値化 小嗣真人（東京理科大） 

12:00-12:30  3 次元空隙分布変化を考慮した繰り返し圧縮負荷時における耐火物ヤング率変化の解析 日野雄太（JFE） 

12:30-12:45  総合討議 

 

 

 

材料の組織と特性 
 

3 月 9 日(日) 会場 7 (1 号館 2 階 203 教室) 

2050 年エネルギー変革に向けた耐熱金属材料の信頼性評価 フォーラム 

「耐熱金属材料における従来課題とフォーラム活動進捗」 
〔シンポジウム資料：なし、参加費：無料〕 

 

15:00-15:10  趣旨説明 小林 覚（科学大） 

15:10-15:50  Super 304H 鋼の長時間組織変化および応力の影響 徳永隼人（電力中央研究所） 

15:50-16:30  高効率ボイラ用高強度鋼のクリープ寿命評価 塩田佳紀（IHI） 

16:40-17:00  フォーラム活動進捗報告及び討論① 光原昌寿（九大）、張 聖徳（電力中央研究所） 

17:00-17:30  フォーラム活動進捗報告及び討論② 小林 覚（科学大） 
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3 月 9 日(日) 会場 11 （1 号館 2 階 240 教室) 

水素侵入と水素捕捉に関する革新的評価技術研究会 

「水素侵入と水素捕捉の革新的評価法（V）」 
〔シンポジウム資料：あり、参加費：無料〕 

 

08:50-08:55  開会の挨拶 伏見公志（北大） 

司会： 大井 梓（科学大） 

08:55-09:10  酸性環境で鋼中に侵入する水素の定量測定 伏見公志・藤田 悠・岩井 愛・北野 翔・幅崎浩樹（北大） 

09:10-09:25  NaCl 含有環境での炭素鋼表面の水素発生挙動の解析 門脇万里子・片山英樹・山本正弘（NIMS） 

09:25-09:40  計算シミュレーションを用いた水素侵入挙動解析 五十嵐誉廣（JAEA） 

09:40-09:55  鋼の水素透過挙動におよぼす腐食因子の影響 坂入正敏・Han Xiaole（北大） 

司会： 五十嵐誉廣（JAEA） 

10:05-10:20  鋼中水素の空間分解検出を目指した走査型大気下光電子収量測定の開発 宮本浩一郎（東北大） 

10:20-10:35  走査型青色レーザー電解顕微鏡におけるレーザー光の変調が水素検出に及ぼす影響 

春名 匠・酒井大祈（関西大） 

10:35-10:50  乾湿繰り返し腐食環境において高強度鋼へ侵入した水素の可視化 

菅原 優（島根大）、面田真孝・大塚真司（JFE） 

10:50-11:05  NaCl 水溶液における亜鉛めっき鋼板への水素侵入挙動の可視化 

柿沼 洋・味戸沙耶・奥村昂生（東北大）、 

赤星真琴・高畠 勇・大村朋彦（日本製鉄）、小山元道・秋山英二（東北大） 

司会： 菅原 優（島根大） 

11:15-11:30  Fe における水素の拡散に及ぼす合金元素と格子欠陥の影響 

戸髙義一・和田眞弥・香川颯太・大場洋次郎・足立 望・安部洋平・石井裕樹（豊橋技科大） 

11:30-11:45  水素侵入速度定数の pH 依存性に関する交流法による検討 

板垣昌幸・櫻井 開・渡辺日香里・四反田功（東京理科大） 

11:45-12:00  3D インピーダンス法を用いた鋼材の水素発生・侵入挙動における対極の影響評価 

田中康太朗・星芳 直（名工大） 

12:00-12:15  鋼上の水素発生反応に及ぼすチオシアン酸イオンの作用機構の電気化学インピーダンス法による検討 

大井 梓・齊藤聖佳・小鯖 匠・多田英司（科学大） 

12:15-12:20  閉会の挨拶 伏見公志（北大） 

 

 

3 月 9 日(日) 会場 11 （1 号館 2 階 240 教室） 

鉄鋼協会研究プロジェクト「摩擦接合技術の高度化と鋼材設計指針の提案」最終成果報告会 

～摩擦接合を含む革新的な固相接合技術～ 
〔シンポジウム資料：あり、参加費：無料〕 

 

14:00-14:10  開会挨拶と趣旨説明 藤井英俊（阪大） 

14:10-14:30  摩擦接合技術を前提とした新規鋼材開発 三浦拓也・潮田浩作・藤井英俊（阪大）、加茂孝浩（日本製鉄）、 

柚賀正雄（JFE）、名古秀徳（神鋼） 

14:30-14:50  固相接合可能な新規耐候性鋼の開発と耐候性評価 

土谷博昭・今岡大地・小林雄一朗・三浦拓也・潮田浩作・藤井英俊・山下正人（阪大）、 

藤本愼司（元 阪大、現 鈴鹿工高専） 

14:50-15:10  耐候性鋼の線形摩擦接合・摩擦攪拌接合継手の疲労性能評価 

堤成一郎・宋 京明・三浦拓也・藤井英俊（阪大） 

15:20-15:40  線形摩擦接合継手の破壊靭性とその意義の検討 

清水万真・三浦拓也（阪大）、柳樂知也（NIMS）、大畑 充・藤井英俊（阪大） 

15:40-16:00  制振ダンパー用 Fe-Mn-Si 系合金の摩擦攪拌接合技術の開発 

柳樂知也・中村照美・澤口孝宏（NIMS）、森 正和（龍谷大）、森貞好昭・藤井英俊（阪大） 

16:00-16:20  低温鍛接法による異種金属の高速固相接合 山岸英樹（富山県産業技術研究開発センター） 

16:20-16:40  短時間環状圧入接合工法による固相接合 角谷康雄・押野勇樹（オリジン）、山根 敏（埼玉大） 

16:40-16:45  閉会の挨拶 半谷公司（日本製鉄） 
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3 月 9 日(日) 会場１2 (AV 棟 2 階 263 視聴覚教室) 

「持続可能社会へと導くステンレスの高機能化」 
〔シンポジウム資料：あり、参加費：無料〕 

 

14:00-14:05  開会の挨拶 「持続可能社会へと導くステンレスの高機能化」自主フォーラム座長 多田英司（科学大） 

セッション 1 座長： 矢野孝宜（JFE） 

14:05-14:25  ステンレス鋼の不純物元素を活用した組織制御 田口篤史（日鉄ステンレス） 

14:25-14:45  二相ステンレス鋼溶接部の耐孔食性におよぼす介在物と素地成分の影響 武井隆幸（日本冶金） 

14:45-15:05  熱的安定度に優れた高強度ステンレス鋼管 米永洋介（丸一ステンレス鋼管） 

セッション 2 座長： 三平 啓（日鉄ステンレス） 

15:20-15:40  高温水素環境へのフェライト系ステンレス鋼の適用検討 及川慎司（JFE） 

15:40-16:00  持続可能な社会とステンレス鉄筋 髙橋 崚（愛知製鋼） 

16:00-16:20  高機能・省資源化を目指したステンレス鋼における窒素の利用 大竹善行（大同特殊鋼） 

16:20-17:00  【基調講演】電池用部材としてのステンレス鋼の利用と課題－PEFC と LIB の例－ 八代 仁（岩手大） 

17:00-17:10  総合討論 

 

 

 

評価・分析・解析 

 

3 月 10 日(月) 会場 1３ (1 号館 2 階 209 教室) 

量子ビーム関連技術による材料組織解析 

〜実空間と逆空間のブリッジングを目指して〜 
評価・分析・解析部会「多様な手法による鉄鋼材料中の微細組織解析」 

および「接合・リサイクル技術へのフルパワー中性子線の活用」フォーラム共催 

〔シンポジウム資料：あり、参加費：無料〕 

 

09:00-09:10  趣旨説明 大沼正人（北大） 

座長： 大沼正人（北大） 

09:10-09:55  顕微と回折と散乱と分光、鉄鋼材料への応用 金子賢治（九大） 

09:55-10:25  TEM, AP, SAXS, SANS の複合利用 佐々木宏和（古河電工） 

10:35-11:05  その場変形及び熱処理中性子回折 Stefanus Harjo（JAEA） 

11:05-11:35  平均転位密度と巨視的応力の関係：その場中性子回折による検討 段野下宙志（科学大） 

12:45-13:15  高炭素マルテンサイトにおける低温焼戻し挙動の多面的解析 張 咏杰（東北大） 

13:15-13:40  固溶水素が SUS310S の変形メカニズムに及ぼす影響：その場中性子回折による検討 伊東達矢（JAEA） 

13:50-14:40  パルス中性子 iMateria 装置のマルチパーパス化 小泉 智（CROSS・茨城大） 

14:40-15:00  3 次元多点中性子回折（3DND）法の開発 坂倉輝俊（CROSS） 

15:00-15:20  Z-code 自動解析プログラムの進捗 羽合孝文（CROSS） 

15:20-15:40  金属学会における量子ビーム応用 大場洋次郎（豊橋技科大） 

15:40-16:00  総合討議 
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その他 
 

3 月 10 日(月) 1 号館 3 階 308 教室（会議室 8） 

日本鉄鋼協会・日本金属学会 第 15 回男女共同参画ランチョンミーティング 

「金属材料分野での多様なキャリアパス」 
主催：日本鉄鋼協会・日本金属学会男女共同参画委員会  

協賛：男女共同参画学協会連絡会 

〔参加費：無料〕  

 

司会： 西畑ひとみ（日本製鉄） 

12:05-12:10  開会の挨拶 男女共同参画委員会委員長 西畑ひとみ（日本製鉄） 

12:10-12:20  パネラー紹介  

12:20-12:50  質疑応答 

12:50-12:55  閉会の挨拶 男女共同参画委員会副委員長 上田正人（関西大） 

 

 

 

 

 

【内容紹介】 

今回は、企業の研究や製造で活躍されている、育児休暇取得を経験された 3 名の男性をお招きし、育休中の経験や家族・職場同僚

との協力などについて、パネルディスカッション形式でお話を伺います。経験者の声を通じて、育児休暇の現状と課題、メリットや働き方の

変化について考えます。会場の皆様からのご質問もお受けする予定です。 

これから社会にでる学生の皆様、男性・女性を問わず、家庭と仕事の両立を目指している、または今まさに実現されている皆様に、

広くご参加頂けますと幸いです。 

 

 

3 月 10 日(月) 会場 1 (1 号館 1 階 110 教室)  

令和 7 年春季 全国大学材料関係教室協議会講演会 
〔参加費：無料〕  

 

 

15:00-16:00  マテリアル DX プラットフォームの挑戦 出村雅彦（NIMS）

   

金属材料分野でのキャリアパスとしてどのようなものがあるでしょうか。企業、大学、独法研究機関など様々です。 また、一言で企業といっても

様々な分野で活躍可能です。金属材料を学んだ先輩達がどのような進路で活躍しているか話を聞いてみませんか。 

仕事のこと、キャリアの積み上げ方、家庭のこと、気になるいろいろなことを、気楽に質問してみてください。学生さん、若手の研究者、技術者の方、

若い方にエールを送りたい方、大勢の方のご参加をお待ちしております。 
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2025年第189回春季講演大会
第61回学生ポスターセッション発表一覧

※このプログラムは、インターネットで申し込まれたデータを元に作成しています。

開催日時：2025年 3月9日（日）　12：00-14：30
開催方法：東京都立大学 南大沢キャンパス

PS-1	 硫化鉄添加スラグ電解による溶鉄中トランプエレメントの同時除去	 ・・・ 1
安蒜雅弘（東北大学 大学院工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：埜上洋（東北大学）・夏井俊悟（東北大学）

PS-2	 流動層を用いた低炭素活量下でのFe3C生成	 ・・・ 2
池田賢斗（福岡工業大学 大学院工学研究科　生命環境化学専攻　修士1年）
指導：久保裕也（福岡工業大学）

PS-3	 大規模phase-field格子ボルツマン計算による金属積層造形の高精度溶融池流動予測	 ・・・ 3
池田幸之介（京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科　機械物理学専攻　修士2年）
指導：高木知弘（京都工芸繊維大学）・坂根慎治（京都工芸繊維大学）

PS-4	 炭材内装鉱の還元挙動に及ぼす有機硫黄の影響	 ・・・ 4
岩谷泰宏（津山工業高等専門学校 総合理工学科　機械システム系　高専本科5年）
指導：関一郎（津山工業高等専門学校）

PS-5	 自由表面を考慮した固液共存体圧縮変形のmulti-phase-field格子ボルツマン計算	 ・・・ 5
内山智貴（京都工芸繊維大学 工芸科学部　機械工学課程　学士4年）
指導：高木知弘（京都工芸繊維大学）・坂根慎治（京都工芸繊維大学）

PS-6	 格子ボルツマン法に基づくマクロ偏析モデルのベンチマーク実験による定量評価	 ・・・ 6
大竹進之介（秋田大学 大学院理工学研究科　修士1年）
指導：棗千修（秋田大学）

PS-7	 solvation shellモデルを用いた溶融合金中酸素・窒素の活量係数の支配因子に関する解析	 ・・・ 7
大見祐介（大阪大学 工学部　応用理工学科　学士4年）
指導：吉川健（大阪大学）・鈴木賢紀（大阪大学）

PS-8	 定量的CA法と格子ボルツマン法の連成モデルによる液相流動下の組織形成シミュレーション	 ・・・ 8
金子紘汰（秋田大学 大学院理工学研究科　総合理工学専攻　博士1年）
指導：棗千修（秋田大学）

PS-9	 吹き込みガス物性がレースウェイ形状に及ぼす影響の解析	 ・・・ 9
加納楓（東北大学 大学院工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：埜上洋（東北大学）・夏井俊悟（東北大学）

PS-10	 格子ボルツマン－マクロ偏析モデルによる凝固収縮とブリッジングで生成するマクロ偏析の定量解析	 ・・・ 10
北中洸介（秋田大学 大学院理工学研究科　物質科学専攻材料理工学コース　修士1年）
指導：棗千修（秋田大学）

PS-11	 電気炉製鋼プロセス内発生スラッジの鉄源としての有効利用法の検討	 ・・・ 11
久保和馬（東北大学 工学部　材料科学総合学科　学士4年）
指導：村上太一（東北大学）

PS-12	 窒素を含むプラズマが溶銑中のCu, Sn除去挙動に及ぼす影響－Ar及びAr-N2プラズマの比較－	 ・・・ 12
郡司崇秀（東京大学 新領域創成科学研究科　物質系専攻　博士1年）
指導：寺嶋和夫（東京大学）・伊藤剛仁（東京大学）

PS-13	 外力付加溶断現象を高性能に再現するphase-field複数物理モデルの検討	 ・・・ 13
小林玄征（京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科　機械物理学専攻　修士1年）
指導：高木知弘（京都工芸繊維大学）

PS-14	 中マンガン鋼生産のためのマンガン炭化物作製法の検討	 ・・・ 14
齋藤啓太（東北大学 大学院工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：植田滋（東北大学）

PS-15	 レーザー粉末床溶融結合法で付加製造したFe-Cr-Co合金の結晶配向ならびにスピノーダル分解と磁気特性	 ・・・ 15
済藤天斗（大阪大学 大学院工学研究科　マテリアル生産科学専攻　修士1年）
指導：小泉雄一郎（大阪大学）・奥川将行（大阪大学）
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PS-16	 炭素循環製鉄を実現するガス改質用触媒としての繊維状多孔質鉄の製造	 ・・・ 16
佐藤春歌（東北大学 大学院環境科学研究科　先端環境創成学専攻　修士1年）
指導：村上太一（東北大学）

PS-17	 電気炉におけるスラグフォーミングの評価	 ・・・ 17
佐藤楓芽（東北大学 工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：植田滋（東北大学）

PS-18	 2.45GHzマイクロ波加熱を用いたSiCの誘電率温度依存のリアルタイム計測	 ・・・ 18
佐藤聖哉（立命館大学 大学院理工学研究科　機械システム専攻　修士2年）
指導：山末英嗣（立命館大学）・柏倉俊介（立命館大学）

PS-19	 セル定数およびリアクタンスの影響がない溶融スラグの精密電気伝導率測定	 ・・・ 19
篠原しおん（九州大学 大学院工学府　材料工学専攻　修士1年）
指導：中島邦彦（九州大学）・齋藤敬高（九州大学）

PS-20	 水素還元製鉄シャフト炉内の熱流動および還元進行挙動の解析	 ・・・ 20
髙橋亮（東北大学 大学院工学研究科　金属フロンティア専攻　修士1年）
指導：埜上洋（東北大学）・夏井俊悟（東北大学）

PS-21	 製鋼スラグ中の特定鉱物相へのバナジウムの濃縮挙動	 ・・・ 21
恒田莉久（東北大学 工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：植田滋（東北大学）

PS-22	 マルチモードアプリケータによるマイクロ波を用いたスラッジの被加熱挙動	 ・・・ 22
徳永翼（九州大学 工学部　材料工学科　学士4年）
指導：大野光一郎（九州大学）・昆竜矢（九州大学）

PS-23	 アルカリケイ酸塩ガラスにおけるフォノンの平均自由行程の組成依存性	 ・・・ 23
二階堂将太郎（東北大学 大学院工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：柴田浩之（東北大学）・助永壮平（東北大学）

PS-24	 スラグフォーミングにおけるフォーミング高さ、気泡径、ガス発生量の同時計測手法の検討	 ・・・ 24
畠山生琉（大阪大学 大学院工学研究科　マテリアル科学コース　修士2年）
指導：吉川健（大阪大学）

PS-25	 水素還元製鉄に向けたリン酸塩のギブスエネルギーの測定	 ・・・ 25
牧野由幸（京都大学 大学院エネルギー科学研究科　エネルギー応用科学専攻プロセス熱化学分野　修士2年）
指導：長谷川将克（京都大学）

PS-26	 16%Cr鋼の硫化物系介在物分布に及ぼす脱酸元素の影響	 ・・・ 26
松澤海哉（東北大学 工学研究科　材料システム工学専攻　修士2年）
指導：三木貴博（東北大学）・深谷宏（東北大学）

PS-27	 物性値推定のためのphase-field法を用いた逐次データ同化の検討	 ・・・ 27
丸橋文（京都工芸繊維大学 工芸科学部　機械工学課程　学士4年）
指導：高木知弘（京都工芸繊維大学）

PS-28	 焼結鉱内のスラグと共存する二次マグネタイト組織を模擬した粉体試料のCOガス還元	 ・・・ 28
水尾太一（九州大学 大学院工学府　材料工学専攻　修士1年）
指導：大野光一郎（九州大学）・昆竜矢（九州大学）

PS-29	 CO2排出を抑制する高品質焼結鉱製造のための鉄系凝結材の着熱効率評価	 ・・・ 29
柳田洸香（東北大学 工学部　材料科学総合学科　学士4年）
指導：村上太一（東北大学）

PS-30	 系統的phase-field計算とCNNによるデンドライト組織画像からの物性推定の試み	 ・・・ 30
矢野遥己（京都工芸繊維大学 設計工学域　機械工学課程　学士4年）
指導：高木知弘（京都工芸繊維大学）・坂根慎治（京都工芸繊維大学）

PS-31	 CaO-MnO-SiO2系フェロマンガンスラグ中のMnOの熱力学的性質	 ・・・ 31
山田智之（東京大学 大学院工学系研究科　マテリアル工学専攻　修士1年）
指導：森田一樹（東京大学）
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PS-32	 Biを用いたTb-Fe合金からのTbの液体金属抽出	 ・・・ 32
渡邉伊織（早稲田大学 大学院創造理工学研究科　地球・環境資源理工学専攻　修士1年）
指導：山口勉功（早稲田大学）・村田敬（早稲田大学）

PS-33	 電気炉スラグの熱物性測定	 ・・・ 33
Sun Jinyang（東北大学 工学研究科　金属フロンティア工学専攻　修士1年）
指導：柴田浩幸（東北大学）・助永壮平（東北大学）

PS-34	 NH4Clを用いた製鋼スラグ中に含まれるMnの回収	 ・・・ 34
糸山依吹（福岡工業大学 大学院工学研究科　生命環境化学専攻　修士1年）
指導：久保裕也（福岡工業大学）

PS-35	 シリコンスラッジを用いた脱リンスラグからの黄リン製造及びライフサイクル評価	 ・・・ 35
崗村悠雄（立命館大学 理工学研究科　機械システム専攻　修士2年）
指導：山末英嗣（立命館大学）

PS-36	 金属3Dプリント用SUS316L-Cu混合粉末の磁性分離	 ・・・ 36
喜多駿介（大阪大学 大学院工学研究科　マテリアル生産科学専攻　修士1年）
指導：小泉雄一郎（大阪大学）

PS-37	 シリコンを用いたマイクロ波加熱による粗リン酸からの黄リン生成	 ・・・ 37
小森貴斗（立命館大学 理工学部　機械工学科　学士4年）
指導：山末英嗣（立命館大学）・柏倉俊介（立命館大学）

PS-38	 LIBSと機械学習を併用した二分探索による自動車用鋼板の水平リサイクル	 ・・・ 38
友野佳祐（立命館大学 理工学研究科　機械システム専攻　修士1年）
指導：山末英嗣（立命館大学）・柏倉俊介（立命館大学）

PS-39	 リン酸鉄・リン酸アルミニウムからのシリコン還元による黄リン生成の低温化とメカニズム解明	 ・・・ 39
中能和輝（立命館大学 理工学研究科　機会システム専攻・機械工学コース　修士2年）
指導：山末英嗣（立命館大学）・柏倉俊介（立命館大学）

PS-40	 マイクロ波加熱によるシリコンを還元剤としたコバルト酸リチウムの乾式精錬	 ・・・ 40
野田晴暉（立命館大学 大学院理工学研究科　機械システム専攻　修士1年）
指導：柏倉俊介（立命館大学）・山末英嗣（立命館大学）

PS-41	 CCUSに向けた転炉系スラグの炭酸化効率評価 : 還元率と塩基度の影響	 ・・・ 41
朴宰勲（九州大学 大学院　材料工学専攻　博士2年）
指導：齊藤敬高（九州大学）・墨田岳大（九州大学）

PS-42	 製鋼スラグをベースとする沿岸環境涵養ブロックの創製	 ・・・ 42
藤澤武蔵（宇都宮大学 地域創生科学研究科　物質環境プログラム　修士1年）
指導：上原伸夫（宇都宮大学）・稲川有徳（宇都宮大学）

PS-43	 廃棄物由来還元剤としてのSi粉末のマイクロ波に対する加熱特性	 ・・・ 43
渡邉悠翔（立命館大学 理工学部　機械工学科　学士4年）
指導：山末英嗣（立命館大学）・柏倉俊介（立命館大学）

PS-44	 アルカリ電解水が及ぼす仕上げ面と工具刃先への影響	 ・・・ 44
伊集院貴春（岡山理科大学 工学部　機械システム工学科　学士4年）
指導：竹村明洋（岡山理科大学）

PS-45	 投射材粒径を変化した熱間ショットピーニングによる被加工材の機械的性質への影響	 ・・・ 45
内橋晃羽（岡山理科大学 工学部　機械システム工学科　学士4年）
指導：竹村明洋（岡山理科大学）

PS-46	 熱間圧延における位置および応力状態がボイド閉塞挙動に及ぼす影響	 ・・・ 46
侯明川（東北大学 工学研究科　金属フロンティア　博士1年）
指導：及川勝成（東北大学）・上島伸文（東北大学）

PS-47	 熱間ショットピーニング面における投射材拡散相に及ぼす投射材粒径の影響	 ・・・ 47
阪井琢磨（岡山理科大学 工学部　機械システム工学科　学士4年）
指導：竹村明洋（岡山理科大学）
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PS-48	 γ→ε→α’変態が生じる準安定オーステナイト鋼の温間加工による熱的安定化	 ・・・ 48
大瀧真登（九州大学 大学院工学府　材料工学専攻　修士1年）
指導：増村拓朗（九州大学）・土山聡宏（九州大学）

PS-49	 Nb含有18Crフェライト系ステンレス鋼のLaves相生成に及ぼすGP-zoneならびに転位の影響	 ・・・ 49
金末祥太（愛媛大学 大学院理工学研究科　理工学専攻　修士1年）
指導：小林千悟（愛媛大学）

PS-50	 超高張力TRIP型ベイニティックフェライト・マルテンサイト鋼板の温間V曲げおよび水素脆化特性	 ・・・ 50
木藤海琉（長野工業高等専門学校 本科　機械工学科　準学士5年）
指導：長坂明彦（長野工業高等専門学校）・北條智彦（東北学院大学）

PS-51	 窒素含有オーステナイト系ステンレス鋼におけるプラナー転位組織の定量評価	 ・・・ 51
久保翔太郎（九州大学 大学院　材料工学専攻　修士1年）
指導：土山聡宏（九州大学）・増村拓朗（九州大学）

PS-52	 Fe-Cr-Ni-N系合金圧延材の室温引張特性に及ぼす冷間圧延の影響	 ・・・ 52
小金沢魁（茨城大学 大学院理工学研究科　機械システム工学専攻　修士1年）
指導：倉本繁（茨城大学）・小林純也（茨城大学）

PS-53	 Fe-Ni-Al-C合金冷間圧延材の機械的特性に及ぼす焼なましの影響	 ・・・ 53
高畑光汰（茨城大学 大学院理工学研究科　機械システム工学専攻　修士1年）
指導：倉本繁（茨城大学）・小林純也（茨城大学）

PS-54	 Ni-Cr-W系合金の組織とクリープ挙動に及ぼすZrの影響	 ・・・ 54
野津直人（島根大学 大学院自然科学研究科　理工学専攻　修士1年）
指導：若林英輝（島根大学）・森戸茂一（島根大学）

PS-55	 Ni基超合金718の析出物における水素トラップ解析: 第一原理計算および水素量測定	 ・・・ 55
原良祐（九州大学 大学院工学府　機械工学専攻　修士1年）
指導：高桑脩（九州大学）・山口正剛（日本原子力研究開発機構）

PS-56	 Fe–Ni合金のマルテンサイト変態に及ぼす外部拘束の影響	 ・・・ 56
益川琢磨（東京科学大学 物質理工学院　材料系材料コース　修士1年）
指導：中田伸生（東京科学大学）・永島涼太（東京科学大学）

PS-57	 高強度高延性過共析鋼の疲労特性	 ・・・ 57
松井優太朗（名古屋工業大学 工学部　物理工学科 材料機能分野　学士4年）
指導：萩原幸司（名古屋工業大学）・徳永透子（名古屋工業大学）

PS-58	 溶融Zn-Al-Mg合金めっき皮膜における3相共晶組織の熱処理に伴う変化	 ・・・ 58
水野草太（名古屋大学 工学部マテリアル工学科　物質プロセス工学専攻　学士4年）
指導：髙田尚記（名古屋大学）

PS-59	 マルテンサイト低温焼戻しに及ぼすゆらぎ生成熱処理の影響	 ・・・ 59
森岡朋哉（愛媛大学 大学院理工学研究科　理工学専攻　修士1年）
指導：小林千悟（愛媛大学）

PS-60	 Fe-C/Ga拡散対の反応に対する炭素量の影響	 ・・・ 60
横山颯（鹿児島大学 理学部　理学科物理宇宙プログラム　学士3年）
指導：三井好古（鹿児島大学）・小山佳一（鹿児島大学）

PS-61	 Plastic deformation characterization of martensitic steels using coupled high resolution digital image
	 correlation and nano-hardness mapping techniques	 ・・・ 61

Blanken Karel Sander（東京大学 School of Engineering　Materials Engineering　Master2年）
指導：南部将一（東京大学）

PS-62	 中性子を応用したホウ素の精密な分析	 ・・・ 62
池田瑞（九州大学 工学府　材料工学専攻　修士1年）
指導：中島邦彦（九州大学）・齊藤敬高（九州大学）
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PS-63	 鉄鋼中のイオウ分析公定法, 鉄分離硫酸バリウム重量法, の精確さに影響を及ぼす因子	 ・・・ 63
相馬海輝（宇都宮大学 大学院地域創生科学研究科　工農総合科学専攻 物質環境化学プログラム　修士1年）
指導：上原伸夫（宇都宮大学）・稲川有徳（宇都宮大学）

PS-64	 時効処理を施した窒素添加オーステナイト系ステンレス鋼における析出物と硬度の関係	 ・・・ 64
原子大輝（九州大学 大学院工学府　材料工学専攻　修士1年）
指導：土山聡宏（九州大学）
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会場 3月13日（木）

午前 午後 午前 午後 午前 午後 オンライン

ポスター会場 9:00～11:45 ポスターセッション 高校生・高専学生

会場：6号館1階110 ポスターセッション

8号館1階

9号館1階 9:00～9:40 前半

開会の辞、表彰式 第1部　13:00～14:30 HSP22～32

P1～74、HSP1～10 14:00～15:00

9:50～10:45 第2部　15:00～16:30 後半

学会賞受賞記念講演 P75～147、HSP11～21 HSP33～44

15:30～16:30

9:50～11:45

本多記念講演 (13:00～16:30)

A
11号館

1階 7～12

105 9～10 11～13

基調講演1 基調講演2 1～7

1～8 基調講演2

基調講演3 表面・界面・触媒（1） 依頼講演5

1～6

増本量賞受賞講演1

功績賞受賞講演1

招待講演1

(13:00～17:00) (11:00～12:00) (13:00～17:25) (10:00～11:30) (13:00～16:30)

B 熱電材料 表面・界面・触媒（2） 耐食性・耐酸化性

11号館 13～15 30～38 （腐食・防食）

1階 39～51

106 16～29

功績賞受賞講演1

(10:30～11:15) (13:00～17:30) (9:00～11:25) (13:00～16:45)

C
11号館 52～60 61～69

1階

110 1～5 1～4 5～15

基調講演5 基調講演3 基調講演2

(13:00～17:15) (9:00～11:30) (13:00～17:10) (9:00～11:30) (13:00～15:30)

D
11号館 70～79 80～94 95～101 102～109

2階

204
(9:15～11:55) (13:00～17:05) (9:30～11:30) (13:00～15:15)

E
11号館

2階 J13～15 J16～21

206 谷川・ハリス賞受賞講演1

(10:30～11:40) (14:00～16:15)

F Al・Al合金

12号館 110～113

1階 1～4 5～12

101 基調講演2 基調講演4

114～120 121～129

(9:30～11:30) (13:00～17:20) 名誉員推戴記念講演1

(9:00～12:00) (13:00～16:05)

G 力学特性と組織 力学特性の基礎（1）

12号館 130～134 141～154 155～162 163～166

1階 功績賞受賞講演1

102 ハイエントロピー合金

135～140

(9:00～12:00) (13:00～17:20) (9:00～11:15) (12:45～13:45)

日本金属学会　2025年春期講演大会日程一覧

3月8日（土） 3月9日（日） 3月10日（月） 

高校生・高専学生

ポスターセッション

材料と社会ー教育・歴

史・SDGsー

原子力材料

耐食性・耐酸化性

（高温酸化・高温腐

食）

K3　産学共創シンポジ

ウム・カーボンニュートラ

ルを目指して2

S3   材料表面の化学II

－めっき・耐食性・耐酸化性・触媒研究の新展開

－（2）

S3   材料表面の化学

II

－めっき・耐食性・耐酸

化性・触媒研究の新展

開－（1）

K1　What’s 技術

士？国家資格技術士

（金属部門）になりま

せんか？

S1   材料機能特性のアーキテクチャー構築シンポ

ジウムVI―マルチスケール構造制御による材料設

計の新展開―

溶融・凝固プロセス 高温プロセス

共同セッション：高温溶融体の物理化学的性質

高温溶融体の物理化学的性質

S2   微小領域の力学特性評価とマルチスケール

モデリング

力学特性の基礎（2）

ランチョンセミナー

オックスフォード・インストゥルメンツ（株）

Mg・Mg合金

水素・電池関連材料

12:10~12:50
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会場 3月13日（木）3月8日（土） 3月9日（日） 3月10日（月） 

H 組織制御 準結晶・近似結晶 金属ガラス・アモルファス

12号館 167～172 191～198 199～209

1階 技術賞受賞講演1 179～190

103 技術賞受賞講演1

功績賞受賞講演1

173～178

(9:00～12:25) (13:15～17:15) (9:00～11:15) (13:00～16:30)

I 磁気機能材料 ソフト・ハード磁性材料 電子材料・テラヘルツ光

12号館 210～218 229～238 239～250

1階 219～228

104 (9:00～11:30) (13:15～16:00)

(9:00～11:45) (13:00～16:20)

J Fe合金・Cu合金

12号館 251～254

1階 1～9 10～20 Ti・Ti合金

105 基調講演1 基調講演1 255～258

(9:00～12:05) (13:15～17:10) (10:00～12:15)

K 耐熱材料

12号館 259～270 284～294 295～301

1階 功績賞受賞講演1 271～283

106 功績賞受賞講演1

(9:00～12:25) (13:00～17:00) (9:00～12:00) (13:00～15:00)

L
12号館 310～318 319～329

2階 302～309

201 1～8

基調講演8

(9:30～11:40) (13:00～17:15) (9:15～11:50) (13:00～16:05)

M 分析・解析・評価

12号館 330～337 338～349 350～356

2階 功績賞受賞講演1

202 (9:00～11:30) (13:30～17:00)

(10:00～12:00)

J1～4 J5～12

1号館

2階

220 (10:30～11:50) (14:00～16:50)

1号館

3階

308 (12:00～13:00)

TMSヤングリーダー講演

1

熱力学・状態図・相平

衡

マルテンサイト変態・変

位型相変態

K2　生体機能を指向し

たバイオマテリアルデザイ

ン

スピントロニクス・ナノ磁

性材料

固相プロセス/固相・溶

接プロセス(1)

固相プロセス/固相・溶接プロセス(2)

生体材料基礎・生体応

答

ランチョンセミナー

産業技術総合研究所

12:10~12:50

12:10~12:50

～金属材料分野での多様なキャリアパス～

育休経験された企業の男性社員の方々をお招き

してパネルディスカッション

日本鉄鋼協会

会場

日本鉄鋼協会

会場10

男女共同参画ランチョンミーティング

計算材料科学・データ科学

ランチョンセミナー

（株）新興精機

共同セッション：チタン・チタン合金

生体材料設計開発・臨床

S4   特異反応場における時間/空間応答を利

用した新奇材料構造創成VII

45



講演大会中止時の対応

台風、地震などの天災地変、公共交通機関不通などの非常事態、もしくはその他やむを得ない理由によって 

講演大会の開催を中止する場合は、以下の通り対応いたします。 

１） 開催日の２日以前に、講演大会の中止を決定した場合

・講演大会中止の連絡を、本会事務局(本部)より関係者各位へ表１に示した方法でご連絡します。

・シンポジウムの発表者へは、シンポジウム企画者から連絡します。

・事務局が被災し、電子メールが配信できない可能性もあります。可能な限り本会 HP トップページの「緊急の

お知らせ」に掲載しますので、ご確認ください。

２） 開催前日または会期中に、講演大会の中止を決定した場合

・講演大会中止の決定が平日の場合、その連絡を本会事務局(本部)より関係者各位へ表１に示した方法で

ご連絡します。

・講演大会中止の決定が休日の場合、その連絡を本会事務局より関係者各位へ電子メール(可能な場合は

個人携帯)でご連絡します。

・シンポジウムの発表者へは、シンポジウム企画者から連絡します。

・事務局が被災した場合や、通信事情等により、電子メールが配信できない可能性もあります。可能な限り

本会 HP トップページの「緊急のお知らせ」に掲載しますので、ご確認ください。

３） 講演大会が中止の場合、講演大会概要集「材料とプロセス」の発行をもって、講演大会は成立したものと

いたします。その場合、参加申し込みをされた方には「材料とプロセス」を送付し、返金はいたしません。

なお、講演には「材料とプロセス」の購入が必須となっております。講演発表者で「材料とプロセス」の年間予約

または前期・後期申込をされていない方については、期限内に前期・後期予約をしていただくようお願いいた

します。 

表１ 講演大会中止時の関係者各位への連絡方法 

開催日の２日以前 開催前日または会期中 

発表者以外の会員 ISIJ News 協会 HP 

E-Mail が届かない材プロ予約者 はがき 協会 HP 

維持会員 はがき 協会 HP 

非会員 協会 HP 協会 HP 

講演大会協議会委員 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または個人携帯電話 

運営委員 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または個人携帯電話 

討論会座長 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または個人携帯電話 

討論会発表者 勤務先 E-mail 座長より連絡または協会 HP 

国際 S 座長 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または個人携帯電話 

国際 S 発表者 勤務先 E-mail 座長より連絡または協会 HP 

共同 S 座長 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または個人携帯電話 

共同 S 発表者 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または協会 HP 

一般講演座長 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または協会 HP 

一般講演発表者 勤務先 E-mail 協会 HP 

学生 PS 発表者 本人指定の E-mail 本人指定の E-mail または協会 HP 

学生 PS 評価員 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または協会 HP 

シンポジウム企画者 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または個人携帯電話 

シンポジウム発表者 企画者より連絡 企画者より連絡または協会 HP 

部会主催シンポ、部会総会の代表者 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または協会 HP 

フォーラムおよび研究会会議の主催者 勤務先 E-mail 勤務先 E-mail または協会 HP 
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